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祈りの課題

2

編集後記

少し早いですが「主のご降誕おめでとうございます！」 2021年もお一人おひとり、神様と多くの語らいをされましたでしょうか。
神様と共に喜び、神様と共に泣く一年を過ごされましたでしょうか。今年は皆様とヨハネの黙示録を中心に学んできました。
手ごたえはいかがでしたでしょうか。まだまだ黙示録は22章まで続きます。引き続きご期待ください。皆様の教会のクリスマスが
素晴らしい時となりますように。（細井浩子）

「その時全地は光を失った」という十字架の箇所の語源からEclipse（日食）という社名をつけて独立し、来年10年目を迎えます。
数年前にオメガ・ジャパンと出会い、自分は再臨を伝える働きのために、主に選ばれずっとともにいて経験を積んでくださったのかも
しれないとなんとなく思うようになりました。やがて、「黙示録を伝えることは、いま日食状態であり、神様もその約束も見えなく
なっている、それを明かしていくこと」と知った時、先の思いは確信となりました。主よ来たりませ。（デザイナー　北上郷一郎）

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。
時が近づいているからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨハネの黙示録1章3節
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

準備中です。出版チームの上に主の油注ぎが豊かにあるように
お祈りください。
｠
ビル＆栄子・スティーブンス師夫妻のために
　お祈りありがとうございます。2021年に夏にアメリカの教会での
講演活動が始まり、地域教会全体の祝福となっていることを感謝
いたします。栄子先生とご主人のビル先生の健康が守られ、2022年
に向けて、日本での新しいシーズンの働きの備え、霊肉魂が健やか
に過ごすことができ、さらなる油注ぎに満たされますようお祈り
ください。

2021年の真心からの感謝を込めてお届けします。

1. TEL＆FAX：
06-6777-2117

2. Eメール：
book@omega.or.jp

（本文にお届け先ご住所、お名前、
   ご注文数の記入をお願いします。）

3. オメガオンラインショップ　
https://omega.or.jp/shuppan/

オメガ出版のために
　新刊小冊子『聖書の預言は、どう実現していくのか～主の例祭と
古代のユダヤ人の婚礼から知るイエス・キリスト～』（A5判）を編集
準備中です。
　レビ記にある主の七つの例祭と古代ユダヤ人の婚礼からイエス・
キリストを知る一冊です。終末の預言に対する信仰とイエス様への
愛が深まる一冊です。これまでの小冊子サイズより少し大きくなり
保存版資料として活用できるように、ページ数も増量予定で編集

オメガ出版の教材クリスマス・年末年始
感謝価格期間

ご注文方法

栄子・スティーブンス著｠

新刊準備中！

03 Message　栄子・スティーブンス

Voice From Revelation 黙示録シリーズ Vol.18 未来の預言―その10

（詳しくは添付のチラシをご覧ください。）

2022年
1/11（火）
まで

小冊子
『聖書の預言は、
どう実現していくのか
～主の例祭と古代の
　ユダヤ人の婚礼から知る
　イエス・キリスト～』
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Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 18

(C)Valen1988 

―その10 栄子・スティーブンス未来の預言

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan
（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに
拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のための
カルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
いよいよ2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンスProfile

「イエス・キリストの黙示。これは、すぐに起こるはずの事をそのしもべたちに示すため、神がキリストにお与えになったものである」
（黙1:1）

「イエス・キリストの黙示」と書かれている黙示ということばは、ギリシャ語で「アポカリプシス」といいます。
その意味は、「カーテンを外す、またはカーテンを取り去る」ということで、
それによって皆が同じくその対象を見ることができるということです。
イエス・キリストの黙示ですから、「イエス・キリストの見えなかった部分が明らかにされる」という意味になります。
黙示録の学びを通して、私たちには見えていなかった部分を、カーテンが取り去られたように見え始めてきます。
「すぐに起こるはずの事」と言うのは、このみことばに書かれていることが起こり始めたら、すぐに書かれていることすべてが
起こるという意味です。「びんの

ふた

蓋を開けて中身を注ぎ始めたら、すぐに
から

空になる」という意味を表しています。
また、黙示録22章10節に、「この書の預言のことばを封じてはいけない。時が近づいているからである」とあります。
この書は封じておかれることなく、これから未来に必ず起こることが書き記されています。
さらに、黙示録1章3節、「この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める
人々は幸いである。時が近づいているからである」と、この書を朗読する者への祝福が約束されています。
さあ、今月も共に学んでまいりましょう。

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、我らの主、

イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、

処女（おとめ）マリヤより生れ、

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、死にて葬られ、陰府(よみ)にくだり、

三日目に死人のうちよりよみがえり、

天に昇り、全能の父なる神の右に座したまえり、

かしこより来たりて、

生ける者と死にたる者とを審（さば）きたまわん。

我は聖霊を信ず。

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、

罪の赦し、身体（からだ）のよみがえり、

永遠（とこしえ）の生命（いのち）を信ず。　

アーメン

使徒信条
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ダニエル書12章7節、「すると私は、
川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着
た人が語るのを聞いた。彼は、その右手
と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる
方をさして誓って言った。『それは、ひと
時とふた時と半時である。聖なる民の勢
力を打ち砕くことが終わったとき、これら
すべてのことが成就する。』」

ここで御使いが、永遠に生きる神様に
誓っています。右手だけではなく、左手
も上げて誓っています。「ひと時とふた時
と半時」と言うのは、ひと時が1年、ふた
時が2年、そして半時が半年のことです
から、合計すると3年半です。神の御国
の到来まで、残るは聖書暦である太陰暦
の3年半、すなわち1260日であって、そ
れは1日として延ばされることがないと
言っているのです。

第3の災い：第7のラッパ
― 腹に苦い巻物
（新改訳第3版使用）

黙示録10章7節、「第七の御使いが吹
き鳴らそうとしているラッパの音が響くそ
の日には、神の奥義は、神がご自身のし
もべである預言者たちに告げられたとお
りに成就する」

「第七の御使いが吹き鳴らそうとしてい
るラッパの音が響くその日には」とは、大
きく三つある災いのうちの最後の災い、
第3の災いが始まる時です。

第7のラッパの中に、最後の七つの鉢
の災難である、最も恐ろしい災難が含ま
れています。これらが終わると、すべての
災難が終わって、イエス・キリストのご再
臨が実現します。これが大患難時代の後
半の3年半です。

民族的に悔い改めたイスラエルの民が再臨のイエス様と出会うペトラ（ボツラ）遺跡（ヨルダン）

エゼキエル書3章3節では、「そして仰
せられた。『人の子よ。わたしがあなたに
与えるこの巻き物で腹ごしらえをし、あな
たの腹を満たせ。』そこで、私はそれを食
べた。すると、それは私の口の中で蜜の
ように甘かった」と、エゼキエルの食べた
巻物は蜜のように甘いみことばでした。
ヨハネの食べる巻物も、やはり蜜のよう
に甘いみことばですが、腹には苦いもの
だったのです。

詩篇119編103節に、「あなたのみこ
とばは、私の上あごに、なんと甘いこと
でしょう。蜜よりも私の口に甘いのです」
と、神様のみことばを読んで学ぶことは、

第三神殿と神殿の丘
神殿を測っている11章のみことばにつ

いては、さまざまな解釈があります。神
学者の中には、この神殿はイエス様の時
代にあった第二神殿だと理解している人
がいます。しかし、黙示録は第二神殿が
破壊され（AD70）、ユダヤ人がお国を無
くしてから書かれている（およそAD95）、
歴史の背景を忘れてはいけないと思いま
す。第二神殿はすでに破壊されて無く
なっているのに、その無くなった神殿に
対して預言するというのは、預言とは言
えません。

黙示録4章1節で、ヨハネが天に上げ
られました。その時、言われた、「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなたに
示そう」ということばを思い出してくださ
い。ここからは、未来に起こることの預
言を知らせています。

最も健全な学び方としては、聖書に書
かれていることはすべて実在するのだと受
け止め、

ひゆ

比喩的に語られている部分は注
解書からではなく、聖書の中から見つけ
出 すことで す。イザ ヤ 書7章14節 で、

「処女が男の子を産む」という、考えられ
ないような預言を、神様がされたことを
学びました。そして、その預言は実際に
起こり、御子イエス様が、処女マリヤか
ら生まれるという預言の成就が、2千年
前に起こりました。オメガ・ジャパンの黙
示録の学びは、聖書のみことばをそのま
ま事実として受け止め、学んでいます。

クリスマスの思いと証し
今月号の12月は、世界中でクリスマス

がお祝いされますが、真の平和は、イン
マヌエルなるイエス様が再び来られた後
に到来します。私はクリスマスが大好きで

す。ご聖誕の歌を賛美するたび、涙が止
まらない思いをします。その一つ一つが
王の王、主の主のご聖誕を大声で表して
いるからです。

クリスマスソングの中で私が一番好き
な曲は、「リトルドラマーボーイ」です。こ
の曲を初めて聞いた時、私は泣きました。
あまりにも素晴らしい歌詞だったからです。
イエス様がお生まれになった場所に、羊
飼いたちにまじって小さなドラムを持った
一人の子どもが入ってきます。貧しい家
庭で羊小屋でお生まれになった王に、

「僕も貧しい子どもです。王様にふさわし
い贈り物など何もありませんが、代わり
に僕のドラムで演奏しましょう。……僕
はドラムを演奏したよ。最高の演奏をし
たんだ。そしたら、イエス様が僕とドラム
にほほえんでくれた」。私はいつも、この
小さなドラマーボーイのプレゼントが、
最高のプレゼントだと思っています。

夫婦で献身する前、カリフォルニアに
住んでいたころ、毎日の生活のいろいろ
なやりくりで困難な時期がありました。あ
るクリスマス前、牧師先生が「今年のクリ
スマスには主なる神様に特別献金のプレ
ゼントをしましょう」とおっしゃいました。
しかし、5ドルの余裕もない生活でしたの
で、主にお捧げしたいけれど、どうすれ
ばよいのかは分かりませんでした。すると、
一つの思いがやってきました。それは「信
仰によって、捧げたい額を紙に書いて献
金袋に入れるとよい」というものでした。
私は、小さな紙に100ドルと書いて献金
袋に入れました。そのお金の当てはあり
ませんでしたが、ドラマーボーイの演奏
のように、信仰によってそれを書いたこと
を イエス様が喜んでくださっているのを
感じました。

　

やがて、クリスマスを迎えて、100ドル
の捧げ物はまだ無かったのですが、必ず
できる日が来るという平安がありました。
大みそかの日、元旦にお客様を招くため
の料理を作っている最中に、小麦粉が切
れていることに気付きました。なくてはな
らない小麦粉がないのです。私は大急ぎ
で、スーパーに駆け込みました。500グ
ラムの小麦粉を69セントで買い、とんぼ
返りで料理を続けました。

そして買ってきた小麦粉を開けると、中
に小さな紙片が入っていました。何だろ
うと思って取り出し、畳んであった紙を広
げると、「おめでとうございます！ あなた
に100ドル当たりました」と書いてありま
した。私は腰を抜かすほど驚いて、「まさ
か！」と思いながら、その紙を小麦粉の会
社に送ってみました。するとなんと、すぐ
に100ドルの小切手が送られてきたので
す。胸を躍らせながら、それを献金しま
した。主に捧げようとしていたプレゼント
は、主ご自身が私にプレゼントしてくだ
さったものだったのです。

聖書には「信仰がなくては、神に喜ば
れることはできません」（ヘブル11:6）と
書かれています。逆に言えば、信仰を
持って私たちが行動する時、神様は喜ん
でくださるということでもあります。ドラ
マーボーイの演奏にほほえまれたイエス
様のように、私たちの信仰を見て、主は
ほほえんでくださいます。

今や、モーセの律法で命じられたいけ
にえや捧げ物は不要です。信仰によって、
アブラハムが義と認められたように、「義
人は信仰によって生きる」（ロマ1:17）時
です。なぜなら、イエス様が闇に打ち勝
ち、

まこと

真を成就させて恵みの時代（Ⅱコリ
6:2）をもたらせてくださったからです。

長年、イスラム教の岩のド－ムが建っ
ている所が、神殿の至聖所だと言われて
いました。約1300年前に建てられた有
名な岩のド－ムは、イスラム教徒にとって
大切な所ですから、その場所にユダヤ人
の神殿を建てるとなると、世界的な混乱
を招くことは明らかでしょう。では、第三
神殿の建設は不可能なのでしょうか。実
は、神殿がどこに建っていたのか、誰も
分かっていないのです。

ユダヤ人の考古学者たちがいろいろと
調べていますが、2千年前の神殿の遺跡
がたくさん残っています。それらを調査す
ると、岩のド－ムのある場所は神殿が
あった場所の南側で、神殿は岩のド－ム
の北側にあったのではないかと考古学者
たちが仮説を立てています。もし、岩の
ド－ムの北側が神殿のあった場所ならば、
神殿を建てる場所が空いていることにな
ります。これは、発掘をしてみないと分か
らないことです。

今現在も、イスラム教はユダヤ人が神
殿の丘に入ることさえ許しません。では、
どうすれば神殿のあった場所が分かり、
神殿を建てることができるのでしょう。そ
れは恐らく、「荒らす忌むべき者」（ダニ
9:27）とダニエル書で預言され、また、
テサロニケ人への手紙 第二2章3節で、

「不法の人、すなわち滅びの子」と呼ばれ
ている反キリストが、ユダヤ人が神殿の

丘に入ることと、発掘の許可を与えるこ
とになるのではないかと思われます。

未来の預言ですから、起こってみなけ
れば分かりませんが、岩のド－ムの北側
の空いている土地を、ユダヤ人が特別な
場所とするのかも知れません。ユダヤ人
は、神殿の至聖所がどこにあったか分か
らなければ、神殿を建てることはしませ
ん。ですから、ユダヤ人が神殿の丘に入
ることができるようになることと、発掘が
始まれば、イエス・キリストのご再臨は
もう戸口まで来ていると思われます。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節か
ら4節、「だれにも、どのようにも、だま
されないようにしなさい。なぜなら、ま
ず背教が起こり、不法の人、すなわち滅
びの子が現れなければ、主の日は来ない
からです。彼は、すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し、その
上に自分を高く上げ、神の宮の中に座を
設け、自分こそ神であると宣言します」

3節で、「不法の人、すなわち滅びの子
が現れなければ、主の日は来ないからで
す」と、あります。これは、反キリストが
現れなければご再臨はないから「だまさ
れないように」とか、ご再臨が来年あると
か、すでに大患難時代に入っていると言
う人々がいても、耳を貸さないようにしま
しょう。

4節で「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に
自分を高く上げ」と言っていますから、
人々の信仰の自由を取り上げる者です。

「自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言
する」と7年の契約を一方的に破棄し、
神殿の中に座り込み、「神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
というような状況が預言されています。

テサロニケ人への手紙 第二2章8節、
「その時になると、不法の人が現れますが、
主は御口の息をもって彼を殺し、来臨の
輝きをもって滅ぼしてしまわれます」

反キリストが現れますが、主はご再臨
の輝きによって、彼を滅ぼされます。反
キリストの現れることが、ご再臨と関連し
ているのです。

反キリストが立ち上がり、ユダヤ人が
神殿の丘に入ることができるようになった
と聞いたなら、7年間の大患難時代が始
まり、その7年の終わりにご再臨が起こ
ります。イエス様が再び地上に来られる
のです。

世の光であるイエス・キリストを見上げ、
主を愛し、ご再臨を待ち望む信仰を大い
に働かせましょう。今月も主を賛美し、
主の御名によって祈り、主に礼拝を捧げ、
主の道を歩んでまいりましょう。

神様にとって100ドルは何の足しにも
ならないものかも知れません。しかし、
その100ドルが信仰によって捧げられた
物であることを主は受け入れてくださり、
それをこのような形で備えてくださったの
です。

反キリストによって
建てられる第三神殿

さて、イエス様の啓示の書である黙示
録の学びを続けましょう。

黙示録11章1節から2節、「それから、
私に杖のような測りざおが与えられた。
すると、こう言う者があった。『立って、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝して
いる人を測れ。聖所の外の庭は、異邦人
に与えられているゆえ、そのままに差し
置きなさい。測ってはいけない。彼らは
聖なる都を四十二か月の間踏みにじる』」

1節、「それから、私に杖のような測り
ざおが与えられた。すると、こう言う者
があった。『立って、神の聖所と祭壇と、
また、そこで礼拝している人を測れ』」と
ヨハネは幻を見ていました。しかし、ここ
では、ヨハネ自身が測りざおを持って、
測る役割が与えられ、御使いが、それを
眺めているという、今までにはない行動
が起こっています。命令されていることは、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝し
ている人を測れということです。

神殿の聖所と祭壇のある、神殿の内庭を
現しています。ここでは、礼拝をしている
人々だけが測られているのではなく、神殿
の内庭にある聖所と祭壇も測っています。
2節で、「聖所の外の庭は、異邦人に与
えられているゆえ、そのままに差し置きな
さい。測ってはいけない」と、聖所の外の

庭のことを言っていますから、1節で測っ
ている神殿は、教会の信者のことではな
く、神殿の内庭のことだと思われます。
  

ソロモンが建てた第一神殿も、バビロ
ン捕囚から戻った後に再建された第二神
殿も、また、ヘロデ大王が改造したイエ
ス様の時代の神殿も、外の庭は異邦人に
与えられていませんでした。ユダヤの神殿
で礼拝することを望む異邦人が、外の庭
に入って、神殿に向かって祈ることはでき
ましたが、外の庭は、異邦人に与えられ
てはいませんでした。ゆえに、この神殿
は、第一神殿でも第二神殿でもない、未
来に建てられる神殿であると考えられます。

「彼らは聖なる都を四十二か月の間踏み
にじる」（黙11:2）というのは、異邦人が
第三神殿を3年半踏みにじって汚すとい
う預 言です。ダニエル 書9章27節で、

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を
結び、半週の間、いけにえとささげ物と
をやめさせる」と預言されていました。こ
のことは、未来に現れる反キリストが、7
年間の固い契約をイスラエル政府と結ぶ
のだと考えられると、以前にもお話いた

しました。しかし、7年間の中間である3
年半の後、いけにえとささげ物をやめさ
せることが預言されています。ユダヤ人は
神殿がなければ、いけにえもささげ物も、
神様にささげることはしません。

このダニエル書の預言によりますと、
実在する神殿がなければならないのです。

現在、神殿の丘は異邦人のものとなっ
ています。しかし未来に、神殿の丘の一
部に、ユダヤ人の神殿が建てられるかも
しれません。なぜなら、「聖所の外の庭
は、異邦人に与えられているゆえ」（黙
11:2）と、全神殿の丘がユダヤ人のもの
とはならないことが理解できます。

この神殿は、エゼキエル書40章から
43章に書かれている第四神殿ではありま
せん。エゼキエル書の神殿は、千年王国

（メシア王国）と呼ばれる神の御国で建て
られる第四神殿です。

ここで語られている神殿は、黙示録の
大患難時代、またはそれが始まる直前に
建てられる第三神殿です。この第三神殿
は、神様によって建てられるのではなく、

「荒らす憎むべき者」（マタ24:15）である
反キリストによって建てられる神殿です。

　この成就は、「聖なる民の勢力を打ち砕
くことが終わったとき、これらすべてのこ
とが成就する」と言っており、聖なる民と
はイスラエルの民のことです。イスラエル
の民の自我が打ち砕かれて、「神様である
メシアに頼るしかない」というところに達
して主に叫ぶ時、すべてのことが終わり、
神の御国が到来するのだと語っています。

黙示録10章7節の、「神の奥義は、神
がご自身のしもべである預言者たちに告
げられたとおりに成就する」と言っている
ように、黙示録に書かれている終末の預
言は、500箇所以上が旧約聖書の記述か
ら来ていると言われています。旧約聖書
と新約聖書と呼んでいる聖書は、一貫し
て神様の奥義が語られているのです。そ
の聖書に記されている預言者たちのこと
ばは、記されている通りに成就すること
が伝えられています。

甘い結果を私たちの魂に与えてください
ます。しかし、終わりの日の預言を知る
ことは、未来の人々の頑なな心と、滅ん
でゆく人類の苦しみを知ることでもあるの
です。

これらのことを知って、今のうちに一人
でも多くの人々が救われるように、懸命
に祈って、伝道をしなければならないと
いう苦い思いを感じるようになります。腹
に苦い物を食べると、吐き出すしかあり
ません。主の御心を人々に伝え、伝道す
ることが、苦い腹を癒やします。

また、黙示録10章11節で、「あなた
は、もう一度、もろもろの民族、国民、
国語、王たちについて預言しなければな
らない」とヨハネが与えられている預言を
語って、みことばを伝えて伝道しなければ
ならないのです。このイエス様のおことば
は、生きている間に、モーセのことばや
預言者のことばが書かれている聖書を
しっかり学ぶように、とのおことばです。
そして、神様に従う者は神の御国に入る
ことができます。

ヨハネが、もう一度もろもろの民族、
国民、国語、王たちに預言をしなければ
ならないと言われているように、私たち
も滅びゆく人類のために苦い思いを感じ
て、人々を救いの道に導きましょう。終
わりの時代を感じる今こそ、再臨のイエ
ス様の預言のみことばを宣べ伝えていき
ましょう。

黙示録10章8節から11節、「それか
ら、前に私が天から聞いた声が、また私
に話しかけて言った。『さあ行って、海と
地との上に立っている御使いの手にある、
開かれた巻き物を受け取りなさい。』それ
で、私は御使いのところに行って、『その
小さな巻き物を下さい』と言った。すると、
彼は言った。『それを取って食べなさい。
それはあなたの腹には苦いが、あなたの
口には蜜のように甘い。』そこで、私は御
使いの手からその小さな巻き物を取って
食べた。すると、それは口には蜜のよう
に甘かった。それを食べてしまうと、私
の腹は苦くなった。そのとき、彼らは私
に言った。『あなたは、もう一度、もろも
ろの民族、国民、国語、王たちについて
預言しなければならない』」

8節で、「さあ行って、海と地との上に
立っている御使いの手にある、開かれた
巻き物を受け取りなさい」とあります。こ
の御使いは、左足を海の上に、右足を地
の上に置いている御使いですから、この
巻物は全世界に関連していることが書か
れていると考えられます。

9節では、ヨハネが御使いからこのよう
に言われています。「『その小さな巻き物
を下さい』と言った。すると、彼は言った。

『それを取って食べなさい。それはあなた
の腹には苦いが、あなたの口には蜜のよ
うに甘い』」

(C)hannah busing unsplash

第1の災い：七つの封印＜ ＜第2の災い：七つのラッパ 第3の災い：七つの鉢
─ 大患難時代は大きく「３つの災い」で構成される。三つの災いの順につれて激しい災いになっていく ─
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ダニエル書12章7節、「すると私は、
川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着
た人が語るのを聞いた。彼は、その右手
と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる
方をさして誓って言った。『それは、ひと
時とふた時と半時である。聖なる民の勢
力を打ち砕くことが終わったとき、これら
すべてのことが成就する。』」

ここで御使いが、永遠に生きる神様に
誓っています。右手だけではなく、左手
も上げて誓っています。「ひと時とふた時
と半時」と言うのは、ひと時が1年、ふた
時が2年、そして半時が半年のことです
から、合計すると3年半です。神の御国
の到来まで、残るは聖書暦である太陰暦
の3年半、すなわち1260日であって、そ
れは1日として延ばされることがないと
言っているのです。

第3の災い：第7のラッパ
― 腹に苦い巻物
（新改訳第3版使用）

黙示録10章7節、「第七の御使いが吹
き鳴らそうとしているラッパの音が響くそ
の日には、神の奥義は、神がご自身のし
もべである預言者たちに告げられたとお
りに成就する」

「第七の御使いが吹き鳴らそうとしてい
るラッパの音が響くその日には」とは、大
きく三つある災いのうちの最後の災い、
第3の災いが始まる時です。

第7のラッパの中に、最後の七つの鉢
の災難である、最も恐ろしい災難が含ま
れています。これらが終わると、すべての
災難が終わって、イエス・キリストのご再
臨が実現します。これが大患難時代の後
半の3年半です。

民族的に悔い改めたイスラエルの民が再臨のイエス様と出会うペトラ（ボツラ）遺跡（ヨルダン）

エゼキエル書3章3節では、「そして仰
せられた。『人の子よ。わたしがあなたに
与えるこの巻き物で腹ごしらえをし、あな
たの腹を満たせ。』そこで、私はそれを食
べた。すると、それは私の口の中で蜜の
ように甘かった」と、エゼキエルの食べた
巻物は蜜のように甘いみことばでした。
ヨハネの食べる巻物も、やはり蜜のよう
に甘いみことばですが、腹には苦いもの
だったのです。

詩篇119編103節に、「あなたのみこ
とばは、私の上あごに、なんと甘いこと
でしょう。蜜よりも私の口に甘いのです」
と、神様のみことばを読んで学ぶことは、

第三神殿と神殿の丘
神殿を測っている11章のみことばにつ

いては、さまざまな解釈があります。神
学者の中には、この神殿はイエス様の時
代にあった第二神殿だと理解している人
がいます。しかし、黙示録は第二神殿が
破壊され（AD70）、ユダヤ人がお国を無
くしてから書かれている（およそAD95）、
歴史の背景を忘れてはいけないと思いま
す。第二神殿はすでに破壊されて無く
なっているのに、その無くなった神殿に
対して預言するというのは、預言とは言
えません。

黙示録4章1節で、ヨハネが天に上げ
られました。その時、言われた、「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなたに
示そう」ということばを思い出してくださ
い。ここからは、未来に起こることの預
言を知らせています。

最も健全な学び方としては、聖書に書
かれていることはすべて実在するのだと受
け止め、

ひゆ

比喩的に語られている部分は注
解書からではなく、聖書の中から見つけ
出 すことで す。イザ ヤ 書7章14節 で、

「処女が男の子を産む」という、考えられ
ないような預言を、神様がされたことを
学びました。そして、その預言は実際に
起こり、御子イエス様が、処女マリヤか
ら生まれるという預言の成就が、2千年
前に起こりました。オメガ・ジャパンの黙
示録の学びは、聖書のみことばをそのま
ま事実として受け止め、学んでいます。

クリスマスの思いと証し
今月号の12月は、世界中でクリスマス

がお祝いされますが、真の平和は、イン
マヌエルなるイエス様が再び来られた後
に到来します。私はクリスマスが大好きで

す。ご聖誕の歌を賛美するたび、涙が止
まらない思いをします。その一つ一つが
王の王、主の主のご聖誕を大声で表して
いるからです。

クリスマスソングの中で私が一番好き
な曲は、「リトルドラマーボーイ」です。こ
の曲を初めて聞いた時、私は泣きました。
あまりにも素晴らしい歌詞だったからです。
イエス様がお生まれになった場所に、羊
飼いたちにまじって小さなドラムを持った
一人の子どもが入ってきます。貧しい家
庭で羊小屋でお生まれになった王に、

「僕も貧しい子どもです。王様にふさわし
い贈り物など何もありませんが、代わり
に僕のドラムで演奏しましょう。……僕
はドラムを演奏したよ。最高の演奏をし
たんだ。そしたら、イエス様が僕とドラム
にほほえんでくれた」。私はいつも、この
小さなドラマーボーイのプレゼントが、
最高のプレゼントだと思っています。

夫婦で献身する前、カリフォルニアに
住んでいたころ、毎日の生活のいろいろ
なやりくりで困難な時期がありました。あ
るクリスマス前、牧師先生が「今年のクリ
スマスには主なる神様に特別献金のプレ
ゼントをしましょう」とおっしゃいました。
しかし、5ドルの余裕もない生活でしたの
で、主にお捧げしたいけれど、どうすれ
ばよいのかは分かりませんでした。すると、
一つの思いがやってきました。それは「信
仰によって、捧げたい額を紙に書いて献
金袋に入れるとよい」というものでした。
私は、小さな紙に100ドルと書いて献金
袋に入れました。そのお金の当てはあり
ませんでしたが、ドラマーボーイの演奏
のように、信仰によってそれを書いたこと
を イエス様が喜んでくださっているのを
感じました。

　

やがて、クリスマスを迎えて、100ドル
の捧げ物はまだ無かったのですが、必ず
できる日が来るという平安がありました。
大みそかの日、元旦にお客様を招くため
の料理を作っている最中に、小麦粉が切
れていることに気付きました。なくてはな
らない小麦粉がないのです。私は大急ぎ
で、スーパーに駆け込みました。500グ
ラムの小麦粉を69セントで買い、とんぼ
返りで料理を続けました。

そして買ってきた小麦粉を開けると、中
に小さな紙片が入っていました。何だろ
うと思って取り出し、畳んであった紙を広
げると、「おめでとうございます！ あなた
に100ドル当たりました」と書いてありま
した。私は腰を抜かすほど驚いて、「まさ
か！」と思いながら、その紙を小麦粉の会
社に送ってみました。するとなんと、すぐ
に100ドルの小切手が送られてきたので
す。胸を躍らせながら、それを献金しま
した。主に捧げようとしていたプレゼント
は、主ご自身が私にプレゼントしてくだ
さったものだったのです。

聖書には「信仰がなくては、神に喜ば
れることはできません」（ヘブル11:6）と
書かれています。逆に言えば、信仰を
持って私たちが行動する時、神様は喜ん
でくださるということでもあります。ドラ
マーボーイの演奏にほほえまれたイエス
様のように、私たちの信仰を見て、主は
ほほえんでくださいます。

今や、モーセの律法で命じられたいけ
にえや捧げ物は不要です。信仰によって、
アブラハムが義と認められたように、「義
人は信仰によって生きる」（ロマ1:17）時
です。なぜなら、イエス様が闇に打ち勝
ち、

まこと

真を成就させて恵みの時代（Ⅱコリ
6:2）をもたらせてくださったからです。

長年、イスラム教の岩のド－ムが建っ
ている所が、神殿の至聖所だと言われて
いました。約1300年前に建てられた有
名な岩のド－ムは、イスラム教徒にとって
大切な所ですから、その場所にユダヤ人
の神殿を建てるとなると、世界的な混乱
を招くことは明らかでしょう。では、第三
神殿の建設は不可能なのでしょうか。実
は、神殿がどこに建っていたのか、誰も
分かっていないのです。

ユダヤ人の考古学者たちがいろいろと
調べていますが、2千年前の神殿の遺跡
がたくさん残っています。それらを調査す
ると、岩のド－ムのある場所は神殿が
あった場所の南側で、神殿は岩のド－ム
の北側にあったのではないかと考古学者
たちが仮説を立てています。もし、岩の
ド－ムの北側が神殿のあった場所ならば、
神殿を建てる場所が空いていることにな
ります。これは、発掘をしてみないと分か
らないことです。

今現在も、イスラム教はユダヤ人が神
殿の丘に入ることさえ許しません。では、
どうすれば神殿のあった場所が分かり、
神殿を建てることができるのでしょう。そ
れは恐らく、「荒らす忌むべき者」（ダニ
9:27）とダニエル書で預言され、また、
テサロニケ人への手紙 第二2章3節で、

「不法の人、すなわち滅びの子」と呼ばれ
ている反キリストが、ユダヤ人が神殿の

丘に入ることと、発掘の許可を与えるこ
とになるのではないかと思われます。

未来の預言ですから、起こってみなけ
れば分かりませんが、岩のド－ムの北側
の空いている土地を、ユダヤ人が特別な
場所とするのかも知れません。ユダヤ人
は、神殿の至聖所がどこにあったか分か
らなければ、神殿を建てることはしませ
ん。ですから、ユダヤ人が神殿の丘に入
ることができるようになることと、発掘が
始まれば、イエス・キリストのご再臨は
もう戸口まで来ていると思われます。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節か
ら4節、「だれにも、どのようにも、だま
されないようにしなさい。なぜなら、ま
ず背教が起こり、不法の人、すなわち滅
びの子が現れなければ、主の日は来ない
からです。彼は、すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し、その
上に自分を高く上げ、神の宮の中に座を
設け、自分こそ神であると宣言します」

3節で、「不法の人、すなわち滅びの子
が現れなければ、主の日は来ないからで
す」と、あります。これは、反キリストが
現れなければご再臨はないから「だまさ
れないように」とか、ご再臨が来年あると
か、すでに大患難時代に入っていると言
う人々がいても、耳を貸さないようにしま
しょう。

4節で「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に
自分を高く上げ」と言っていますから、
人々の信仰の自由を取り上げる者です。

「自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言
する」と7年の契約を一方的に破棄し、
神殿の中に座り込み、「神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
というような状況が預言されています。

テサロニケ人への手紙 第二2章8節、
「その時になると、不法の人が現れますが、
主は御口の息をもって彼を殺し、来臨の
輝きをもって滅ぼしてしまわれます」

反キリストが現れますが、主はご再臨
の輝きによって、彼を滅ぼされます。反
キリストの現れることが、ご再臨と関連し
ているのです。

反キリストが立ち上がり、ユダヤ人が
神殿の丘に入ることができるようになった
と聞いたなら、7年間の大患難時代が始
まり、その7年の終わりにご再臨が起こ
ります。イエス様が再び地上に来られる
のです。

世の光であるイエス・キリストを見上げ、
主を愛し、ご再臨を待ち望む信仰を大い
に働かせましょう。今月も主を賛美し、
主の御名によって祈り、主に礼拝を捧げ、
主の道を歩んでまいりましょう。

神様にとって100ドルは何の足しにも
ならないものかも知れません。しかし、
その100ドルが信仰によって捧げられた
物であることを主は受け入れてくださり、
それをこのような形で備えてくださったの
です。

反キリストによって
建てられる第三神殿

さて、イエス様の啓示の書である黙示
録の学びを続けましょう。

黙示録11章1節から2節、「それから、
私に杖のような測りざおが与えられた。
すると、こう言う者があった。『立って、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝して
いる人を測れ。聖所の外の庭は、異邦人
に与えられているゆえ、そのままに差し
置きなさい。測ってはいけない。彼らは
聖なる都を四十二か月の間踏みにじる』」

1節、「それから、私に杖のような測り
ざおが与えられた。すると、こう言う者
があった。『立って、神の聖所と祭壇と、
また、そこで礼拝している人を測れ』」と
ヨハネは幻を見ていました。しかし、ここ
では、ヨハネ自身が測りざおを持って、
測る役割が与えられ、御使いが、それを
眺めているという、今までにはない行動
が起こっています。命令されていることは、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝し
ている人を測れということです。

神殿の聖所と祭壇のある、神殿の内庭を
現しています。ここでは、礼拝をしている
人々だけが測られているのではなく、神殿
の内庭にある聖所と祭壇も測っています。
2節で、「聖所の外の庭は、異邦人に与
えられているゆえ、そのままに差し置きな
さい。測ってはいけない」と、聖所の外の

庭のことを言っていますから、1節で測っ
ている神殿は、教会の信者のことではな
く、神殿の内庭のことだと思われます。
  

ソロモンが建てた第一神殿も、バビロ
ン捕囚から戻った後に再建された第二神
殿も、また、ヘロデ大王が改造したイエ
ス様の時代の神殿も、外の庭は異邦人に
与えられていませんでした。ユダヤの神殿
で礼拝することを望む異邦人が、外の庭
に入って、神殿に向かって祈ることはでき
ましたが、外の庭は、異邦人に与えられ
てはいませんでした。ゆえに、この神殿
は、第一神殿でも第二神殿でもない、未
来に建てられる神殿であると考えられます。

「彼らは聖なる都を四十二か月の間踏み
にじる」（黙11:2）というのは、異邦人が
第三神殿を3年半踏みにじって汚すとい
う預 言です。ダニエル 書9章27節で、

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を
結び、半週の間、いけにえとささげ物と
をやめさせる」と預言されていました。こ
のことは、未来に現れる反キリストが、7
年間の固い契約をイスラエル政府と結ぶ
のだと考えられると、以前にもお話いた

しました。しかし、7年間の中間である3
年半の後、いけにえとささげ物をやめさ
せることが預言されています。ユダヤ人は
神殿がなければ、いけにえもささげ物も、
神様にささげることはしません。

このダニエル書の預言によりますと、
実在する神殿がなければならないのです。

現在、神殿の丘は異邦人のものとなっ
ています。しかし未来に、神殿の丘の一
部に、ユダヤ人の神殿が建てられるかも
しれません。なぜなら、「聖所の外の庭
は、異邦人に与えられているゆえ」（黙
11:2）と、全神殿の丘がユダヤ人のもの
とはならないことが理解できます。

この神殿は、エゼキエル書40章から
43章に書かれている第四神殿ではありま
せん。エゼキエル書の神殿は、千年王国

（メシア王国）と呼ばれる神の御国で建て
られる第四神殿です。

ここで語られている神殿は、黙示録の
大患難時代、またはそれが始まる直前に
建てられる第三神殿です。この第三神殿
は、神様によって建てられるのではなく、

「荒らす憎むべき者」（マタ24:15）である
反キリストによって建てられる神殿です。

　この成就は、「聖なる民の勢力を打ち砕
くことが終わったとき、これらすべてのこ
とが成就する」と言っており、聖なる民と
はイスラエルの民のことです。イスラエル
の民の自我が打ち砕かれて、「神様である
メシアに頼るしかない」というところに達
して主に叫ぶ時、すべてのことが終わり、
神の御国が到来するのだと語っています。

黙示録10章7節の、「神の奥義は、神
がご自身のしもべである預言者たちに告
げられたとおりに成就する」と言っている
ように、黙示録に書かれている終末の預
言は、500箇所以上が旧約聖書の記述か
ら来ていると言われています。旧約聖書
と新約聖書と呼んでいる聖書は、一貫し
て神様の奥義が語られているのです。そ
の聖書に記されている預言者たちのこと
ばは、記されている通りに成就すること
が伝えられています。

甘い結果を私たちの魂に与えてください
ます。しかし、終わりの日の預言を知る
ことは、未来の人々の頑なな心と、滅ん
でゆく人類の苦しみを知ることでもあるの
です。

これらのことを知って、今のうちに一人
でも多くの人々が救われるように、懸命
に祈って、伝道をしなければならないと
いう苦い思いを感じるようになります。腹
に苦い物を食べると、吐き出すしかあり
ません。主の御心を人々に伝え、伝道す
ることが、苦い腹を癒やします。

また、黙示録10章11節で、「あなた
は、もう一度、もろもろの民族、国民、
国語、王たちについて預言しなければな
らない」とヨハネが与えられている預言を
語って、みことばを伝えて伝道しなければ
ならないのです。このイエス様のおことば
は、生きている間に、モーセのことばや
預言者のことばが書かれている聖書を
しっかり学ぶように、とのおことばです。
そして、神様に従う者は神の御国に入る
ことができます。

ヨハネが、もう一度もろもろの民族、
国民、国語、王たちに預言をしなければ
ならないと言われているように、私たち
も滅びゆく人類のために苦い思いを感じ
て、人々を救いの道に導きましょう。終
わりの時代を感じる今こそ、再臨のイエ
ス様の預言のみことばを宣べ伝えていき
ましょう。

黙示録10章8節から11節、「それか
ら、前に私が天から聞いた声が、また私
に話しかけて言った。『さあ行って、海と
地との上に立っている御使いの手にある、
開かれた巻き物を受け取りなさい。』それ
で、私は御使いのところに行って、『その
小さな巻き物を下さい』と言った。すると、
彼は言った。『それを取って食べなさい。
それはあなたの腹には苦いが、あなたの
口には蜜のように甘い。』そこで、私は御
使いの手からその小さな巻き物を取って
食べた。すると、それは口には蜜のよう
に甘かった。それを食べてしまうと、私
の腹は苦くなった。そのとき、彼らは私
に言った。『あなたは、もう一度、もろも
ろの民族、国民、国語、王たちについて
預言しなければならない』」

8節で、「さあ行って、海と地との上に
立っている御使いの手にある、開かれた
巻き物を受け取りなさい」とあります。こ
の御使いは、左足を海の上に、右足を地
の上に置いている御使いですから、この
巻物は全世界に関連していることが書か
れていると考えられます。

9節では、ヨハネが御使いからこのよう
に言われています。「『その小さな巻き物
を下さい』と言った。すると、彼は言った。

『それを取って食べなさい。それはあなた
の腹には苦いが、あなたの口には蜜のよ
うに甘い』」

(C)hannah busing unsplash

第1の災い：七つの封印＜ ＜第2の災い：七つのラッパ 第3の災い：七つの鉢
─ 大患難時代は大きく「３つの災い」で構成される。三つの災いの順につれて激しい災いになっていく ─
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ダニエル書12章7節、「すると私は、
川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着
た人が語るのを聞いた。彼は、その右手
と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる
方をさして誓って言った。『それは、ひと
時とふた時と半時である。聖なる民の勢
力を打ち砕くことが終わったとき、これら
すべてのことが成就する。』」

ここで御使いが、永遠に生きる神様に
誓っています。右手だけではなく、左手
も上げて誓っています。「ひと時とふた時
と半時」と言うのは、ひと時が1年、ふた
時が2年、そして半時が半年のことです
から、合計すると3年半です。神の御国
の到来まで、残るは聖書暦である太陰暦
の3年半、すなわち1260日であって、そ
れは1日として延ばされることがないと
言っているのです。

第3の災い：第7のラッパ
― 腹に苦い巻物
（新改訳第3版使用）

黙示録10章7節、「第七の御使いが吹
き鳴らそうとしているラッパの音が響くそ
の日には、神の奥義は、神がご自身のし
もべである預言者たちに告げられたとお
りに成就する」

「第七の御使いが吹き鳴らそうとしてい
るラッパの音が響くその日には」とは、大
きく三つある災いのうちの最後の災い、
第3の災いが始まる時です。

第7のラッパの中に、最後の七つの鉢
の災難である、最も恐ろしい災難が含ま
れています。これらが終わると、すべての
災難が終わって、イエス・キリストのご再
臨が実現します。これが大患難時代の後
半の3年半です。

神殿の丘 岩のドームの隣に第三神殿の計画画像
（イメージです）

第三神殿（レプリカのイメージ画像） 第三神殿プロジェクトによるCGイメージ

エゼキエル書40章から43章に書かれている第四神殿のイメージ模型

エゼキエル書3章3節では、「そして仰
せられた。『人の子よ。わたしがあなたに
与えるこの巻き物で腹ごしらえをし、あな
たの腹を満たせ。』そこで、私はそれを食
べた。すると、それは私の口の中で蜜の
ように甘かった」と、エゼキエルの食べた
巻物は蜜のように甘いみことばでした。
ヨハネの食べる巻物も、やはり蜜のよう
に甘いみことばですが、腹には苦いもの
だったのです。

詩篇119編103節に、「あなたのみこ
とばは、私の上あごに、なんと甘いこと
でしょう。蜜よりも私の口に甘いのです」
と、神様のみことばを読んで学ぶことは、

第三神殿と神殿の丘
神殿を測っている11章のみことばにつ

いては、さまざまな解釈があります。神
学者の中には、この神殿はイエス様の時
代にあった第二神殿だと理解している人
がいます。しかし、黙示録は第二神殿が
破壊され（AD70）、ユダヤ人がお国を無
くしてから書かれている（およそAD95）、
歴史の背景を忘れてはいけないと思いま
す。第二神殿はすでに破壊されて無く
なっているのに、その無くなった神殿に
対して預言するというのは、預言とは言
えません。

黙示録4章1節で、ヨハネが天に上げ
られました。その時、言われた、「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなたに
示そう」ということばを思い出してくださ
い。ここからは、未来に起こることの預
言を知らせています。

最も健全な学び方としては、聖書に書
かれていることはすべて実在するのだと受
け止め、

ひゆ

比喩的に語られている部分は注
解書からではなく、聖書の中から見つけ
出 すことで す。イザ ヤ 書7章14節 で、

「処女が男の子を産む」という、考えられ
ないような預言を、神様がされたことを
学びました。そして、その預言は実際に
起こり、御子イエス様が、処女マリヤか
ら生まれるという預言の成就が、2千年
前に起こりました。オメガ・ジャパンの黙
示録の学びは、聖書のみことばをそのま
ま事実として受け止め、学んでいます。

クリスマスの思いと証し
今月号の12月は、世界中でクリスマス

がお祝いされますが、真の平和は、イン
マヌエルなるイエス様が再び来られた後
に到来します。私はクリスマスが大好きで

す。ご聖誕の歌を賛美するたび、涙が止
まらない思いをします。その一つ一つが
王の王、主の主のご聖誕を大声で表して
いるからです。

クリスマスソングの中で私が一番好き
な曲は、「リトルドラマーボーイ」です。こ
の曲を初めて聞いた時、私は泣きました。
あまりにも素晴らしい歌詞だったからです。
イエス様がお生まれになった場所に、羊
飼いたちにまじって小さなドラムを持った
一人の子どもが入ってきます。貧しい家
庭で羊小屋でお生まれになった王に、

「僕も貧しい子どもです。王様にふさわし
い贈り物など何もありませんが、代わり
に僕のドラムで演奏しましょう。……僕
はドラムを演奏したよ。最高の演奏をし
たんだ。そしたら、イエス様が僕とドラム
にほほえんでくれた」。私はいつも、この
小さなドラマーボーイのプレゼントが、
最高のプレゼントだと思っています。

夫婦で献身する前、カリフォルニアに
住んでいたころ、毎日の生活のいろいろ
なやりくりで困難な時期がありました。あ
るクリスマス前、牧師先生が「今年のクリ
スマスには主なる神様に特別献金のプレ
ゼントをしましょう」とおっしゃいました。
しかし、5ドルの余裕もない生活でしたの
で、主にお捧げしたいけれど、どうすれ
ばよいのかは分かりませんでした。すると、
一つの思いがやってきました。それは「信
仰によって、捧げたい額を紙に書いて献
金袋に入れるとよい」というものでした。
私は、小さな紙に100ドルと書いて献金
袋に入れました。そのお金の当てはあり
ませんでしたが、ドラマーボーイの演奏
のように、信仰によってそれを書いたこと
を イエス様が喜んでくださっているのを
感じました。

　

やがて、クリスマスを迎えて、100ドル
の捧げ物はまだ無かったのですが、必ず
できる日が来るという平安がありました。
大みそかの日、元旦にお客様を招くため
の料理を作っている最中に、小麦粉が切
れていることに気付きました。なくてはな
らない小麦粉がないのです。私は大急ぎ
で、スーパーに駆け込みました。500グ
ラムの小麦粉を69セントで買い、とんぼ
返りで料理を続けました。

そして買ってきた小麦粉を開けると、中
に小さな紙片が入っていました。何だろ
うと思って取り出し、畳んであった紙を広
げると、「おめでとうございます！ あなた
に100ドル当たりました」と書いてありま
した。私は腰を抜かすほど驚いて、「まさ
か！」と思いながら、その紙を小麦粉の会
社に送ってみました。するとなんと、すぐ
に100ドルの小切手が送られてきたので
す。胸を躍らせながら、それを献金しま
した。主に捧げようとしていたプレゼント
は、主ご自身が私にプレゼントしてくだ
さったものだったのです。

聖書には「信仰がなくては、神に喜ば
れることはできません」（ヘブル11:6）と
書かれています。逆に言えば、信仰を
持って私たちが行動する時、神様は喜ん
でくださるということでもあります。ドラ
マーボーイの演奏にほほえまれたイエス
様のように、私たちの信仰を見て、主は
ほほえんでくださいます。

今や、モーセの律法で命じられたいけ
にえや捧げ物は不要です。信仰によって、
アブラハムが義と認められたように、「義
人は信仰によって生きる」（ロマ1:17）時
です。なぜなら、イエス様が闇に打ち勝
ち、

まこと

真を成就させて恵みの時代（Ⅱコリ
6:2）をもたらせてくださったからです。

長年、イスラム教の岩のド－ムが建っ
ている所が、神殿の至聖所だと言われて
いました。約1300年前に建てられた有
名な岩のド－ムは、イスラム教徒にとって
大切な所ですから、その場所にユダヤ人
の神殿を建てるとなると、世界的な混乱
を招くことは明らかでしょう。では、第三
神殿の建設は不可能なのでしょうか。実
は、神殿がどこに建っていたのか、誰も
分かっていないのです。

ユダヤ人の考古学者たちがいろいろと
調べていますが、2千年前の神殿の遺跡
がたくさん残っています。それらを調査す
ると、岩のド－ムのある場所は神殿が
あった場所の南側で、神殿は岩のド－ム
の北側にあったのではないかと考古学者
たちが仮説を立てています。もし、岩の
ド－ムの北側が神殿のあった場所ならば、
神殿を建てる場所が空いていることにな
ります。これは、発掘をしてみないと分か
らないことです。

今現在も、イスラム教はユダヤ人が神
殿の丘に入ることさえ許しません。では、
どうすれば神殿のあった場所が分かり、
神殿を建てることができるのでしょう。そ
れは恐らく、「荒らす忌むべき者」（ダニ
9:27）とダニエル書で預言され、また、
テサロニケ人への手紙 第二2章3節で、

「不法の人、すなわち滅びの子」と呼ばれ
ている反キリストが、ユダヤ人が神殿の

丘に入ることと、発掘の許可を与えるこ
とになるのではないかと思われます。

未来の預言ですから、起こってみなけ
れば分かりませんが、岩のド－ムの北側
の空いている土地を、ユダヤ人が特別な
場所とするのかも知れません。ユダヤ人
は、神殿の至聖所がどこにあったか分か
らなければ、神殿を建てることはしませ
ん。ですから、ユダヤ人が神殿の丘に入
ることができるようになることと、発掘が
始まれば、イエス・キリストのご再臨は
もう戸口まで来ていると思われます。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節か
ら4節、「だれにも、どのようにも、だま
されないようにしなさい。なぜなら、ま
ず背教が起こり、不法の人、すなわち滅
びの子が現れなければ、主の日は来ない
からです。彼は、すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し、その
上に自分を高く上げ、神の宮の中に座を
設け、自分こそ神であると宣言します」

3節で、「不法の人、すなわち滅びの子
が現れなければ、主の日は来ないからで
す」と、あります。これは、反キリストが
現れなければご再臨はないから「だまさ
れないように」とか、ご再臨が来年あると
か、すでに大患難時代に入っていると言
う人々がいても、耳を貸さないようにしま
しょう。

4節で「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に
自分を高く上げ」と言っていますから、
人々の信仰の自由を取り上げる者です。

「自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言
する」と7年の契約を一方的に破棄し、
神殿の中に座り込み、「神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
というような状況が預言されています。

テサロニケ人への手紙 第二2章8節、
「その時になると、不法の人が現れますが、
主は御口の息をもって彼を殺し、来臨の
輝きをもって滅ぼしてしまわれます」

反キリストが現れますが、主はご再臨
の輝きによって、彼を滅ぼされます。反
キリストの現れることが、ご再臨と関連し
ているのです。

反キリストが立ち上がり、ユダヤ人が
神殿の丘に入ることができるようになった
と聞いたなら、7年間の大患難時代が始
まり、その7年の終わりにご再臨が起こ
ります。イエス様が再び地上に来られる
のです。

世の光であるイエス・キリストを見上げ、
主を愛し、ご再臨を待ち望む信仰を大い
に働かせましょう。今月も主を賛美し、
主の御名によって祈り、主に礼拝を捧げ、
主の道を歩んでまいりましょう。

神様にとって100ドルは何の足しにも
ならないものかも知れません。しかし、
その100ドルが信仰によって捧げられた
物であることを主は受け入れてくださり、
それをこのような形で備えてくださったの
です。

反キリストによって
建てられる第三神殿

さて、イエス様の啓示の書である黙示
録の学びを続けましょう。

黙示録11章1節から2節、「それから、
私に杖のような測りざおが与えられた。
すると、こう言う者があった。『立って、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝して
いる人を測れ。聖所の外の庭は、異邦人
に与えられているゆえ、そのままに差し
置きなさい。測ってはいけない。彼らは
聖なる都を四十二か月の間踏みにじる』」

1節、「それから、私に杖のような測り
ざおが与えられた。すると、こう言う者
があった。『立って、神の聖所と祭壇と、
また、そこで礼拝している人を測れ』」と
ヨハネは幻を見ていました。しかし、ここ
では、ヨハネ自身が測りざおを持って、
測る役割が与えられ、御使いが、それを
眺めているという、今までにはない行動
が起こっています。命令されていることは、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝し
ている人を測れということです。

神殿の聖所と祭壇のある、神殿の内庭を
現しています。ここでは、礼拝をしている
人々だけが測られているのではなく、神殿
の内庭にある聖所と祭壇も測っています。
2節で、「聖所の外の庭は、異邦人に与
えられているゆえ、そのままに差し置きな
さい。測ってはいけない」と、聖所の外の

庭のことを言っていますから、1節で測っ
ている神殿は、教会の信者のことではな
く、神殿の内庭のことだと思われます。
  

ソロモンが建てた第一神殿も、バビロ
ン捕囚から戻った後に再建された第二神
殿も、また、ヘロデ大王が改造したイエ
ス様の時代の神殿も、外の庭は異邦人に
与えられていませんでした。ユダヤの神殿
で礼拝することを望む異邦人が、外の庭
に入って、神殿に向かって祈ることはでき
ましたが、外の庭は、異邦人に与えられ
てはいませんでした。ゆえに、この神殿
は、第一神殿でも第二神殿でもない、未
来に建てられる神殿であると考えられます。

「彼らは聖なる都を四十二か月の間踏み
にじる」（黙11:2）というのは、異邦人が
第三神殿を3年半踏みにじって汚すとい
う預 言です。ダニエル 書9章27節で、

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を
結び、半週の間、いけにえとささげ物と
をやめさせる」と預言されていました。こ
のことは、未来に現れる反キリストが、7
年間の固い契約をイスラエル政府と結ぶ
のだと考えられると、以前にもお話いた

しました。しかし、7年間の中間である3
年半の後、いけにえとささげ物をやめさ
せることが預言されています。ユダヤ人は
神殿がなければ、いけにえもささげ物も、
神様にささげることはしません。

このダニエル書の預言によりますと、
実在する神殿がなければならないのです。

現在、神殿の丘は異邦人のものとなっ
ています。しかし未来に、神殿の丘の一
部に、ユダヤ人の神殿が建てられるかも
しれません。なぜなら、「聖所の外の庭
は、異邦人に与えられているゆえ」（黙
11:2）と、全神殿の丘がユダヤ人のもの
とはならないことが理解できます。

この神殿は、エゼキエル書40章から
43章に書かれている第四神殿ではありま
せん。エゼキエル書の神殿は、千年王国

（メシア王国）と呼ばれる神の御国で建て
られる第四神殿です。

ここで語られている神殿は、黙示録の
大患難時代、またはそれが始まる直前に
建てられる第三神殿です。この第三神殿
は、神様によって建てられるのではなく、

「荒らす憎むべき者」（マタ24:15）である
反キリストによって建てられる神殿です。

　この成就は、「聖なる民の勢力を打ち砕
くことが終わったとき、これらすべてのこ
とが成就する」と言っており、聖なる民と
はイスラエルの民のことです。イスラエル
の民の自我が打ち砕かれて、「神様である
メシアに頼るしかない」というところに達
して主に叫ぶ時、すべてのことが終わり、
神の御国が到来するのだと語っています。

黙示録10章7節の、「神の奥義は、神
がご自身のしもべである預言者たちに告
げられたとおりに成就する」と言っている
ように、黙示録に書かれている終末の預
言は、500箇所以上が旧約聖書の記述か
ら来ていると言われています。旧約聖書
と新約聖書と呼んでいる聖書は、一貫し
て神様の奥義が語られているのです。そ
の聖書に記されている預言者たちのこと
ばは、記されている通りに成就すること
が伝えられています。

甘い結果を私たちの魂に与えてください
ます。しかし、終わりの日の預言を知る
ことは、未来の人々の頑なな心と、滅ん
でゆく人類の苦しみを知ることでもあるの
です。

これらのことを知って、今のうちに一人
でも多くの人々が救われるように、懸命
に祈って、伝道をしなければならないと
いう苦い思いを感じるようになります。腹
に苦い物を食べると、吐き出すしかあり
ません。主の御心を人々に伝え、伝道す
ることが、苦い腹を癒やします。

また、黙示録10章11節で、「あなた
は、もう一度、もろもろの民族、国民、
国語、王たちについて預言しなければな
らない」とヨハネが与えられている預言を
語って、みことばを伝えて伝道しなければ
ならないのです。このイエス様のおことば
は、生きている間に、モーセのことばや
預言者のことばが書かれている聖書を
しっかり学ぶように、とのおことばです。
そして、神様に従う者は神の御国に入る
ことができます。

ヨハネが、もう一度もろもろの民族、
国民、国語、王たちに預言をしなければ
ならないと言われているように、私たち
も滅びゆく人類のために苦い思いを感じ
て、人々を救いの道に導きましょう。終
わりの時代を感じる今こそ、再臨のイエ
ス様の預言のみことばを宣べ伝えていき
ましょう。

黙示録10章8節から11節、「それか
ら、前に私が天から聞いた声が、また私
に話しかけて言った。『さあ行って、海と
地との上に立っている御使いの手にある、
開かれた巻き物を受け取りなさい。』それ
で、私は御使いのところに行って、『その
小さな巻き物を下さい』と言った。すると、
彼は言った。『それを取って食べなさい。
それはあなたの腹には苦いが、あなたの
口には蜜のように甘い。』そこで、私は御
使いの手からその小さな巻き物を取って
食べた。すると、それは口には蜜のよう
に甘かった。それを食べてしまうと、私
の腹は苦くなった。そのとき、彼らは私
に言った。『あなたは、もう一度、もろも
ろの民族、国民、国語、王たちについて
預言しなければならない』」

8節で、「さあ行って、海と地との上に
立っている御使いの手にある、開かれた
巻き物を受け取りなさい」とあります。こ
の御使いは、左足を海の上に、右足を地
の上に置いている御使いですから、この
巻物は全世界に関連していることが書か
れていると考えられます。

9節では、ヨハネが御使いからこのよう
に言われています。「『その小さな巻き物
を下さい』と言った。すると、彼は言った。

『それを取って食べなさい。それはあなた
の腹には苦いが、あなたの口には蜜のよ
うに甘い』」
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ダニエル書12章7節、「すると私は、
川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着
た人が語るのを聞いた。彼は、その右手
と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる
方をさして誓って言った。『それは、ひと
時とふた時と半時である。聖なる民の勢
力を打ち砕くことが終わったとき、これら
すべてのことが成就する。』」

ここで御使いが、永遠に生きる神様に
誓っています。右手だけではなく、左手
も上げて誓っています。「ひと時とふた時
と半時」と言うのは、ひと時が1年、ふた
時が2年、そして半時が半年のことです
から、合計すると3年半です。神の御国
の到来まで、残るは聖書暦である太陰暦
の3年半、すなわち1260日であって、そ
れは1日として延ばされることがないと
言っているのです。

第3の災い：第7のラッパ
― 腹に苦い巻物
（新改訳第3版使用）

黙示録10章7節、「第七の御使いが吹
き鳴らそうとしているラッパの音が響くそ
の日には、神の奥義は、神がご自身のし
もべである預言者たちに告げられたとお
りに成就する」

「第七の御使いが吹き鳴らそうとしてい
るラッパの音が響くその日には」とは、大
きく三つある災いのうちの最後の災い、
第3の災いが始まる時です。

第7のラッパの中に、最後の七つの鉢
の災難である、最も恐ろしい災難が含ま
れています。これらが終わると、すべての
災難が終わって、イエス・キリストのご再
臨が実現します。これが大患難時代の後
半の3年半です。

神殿の丘 岩のドームの隣に第三神殿の計画画像
（イメージです）

第三神殿（レプリカのイメージ画像） 第三神殿プロジェクトによるCGイメージ

エゼキエル書40章から43章に書かれている第四神殿のイメージ模型

エゼキエル書3章3節では、「そして仰
せられた。『人の子よ。わたしがあなたに
与えるこの巻き物で腹ごしらえをし、あな
たの腹を満たせ。』そこで、私はそれを食
べた。すると、それは私の口の中で蜜の
ように甘かった」と、エゼキエルの食べた
巻物は蜜のように甘いみことばでした。
ヨハネの食べる巻物も、やはり蜜のよう
に甘いみことばですが、腹には苦いもの
だったのです。

詩篇119編103節に、「あなたのみこ
とばは、私の上あごに、なんと甘いこと
でしょう。蜜よりも私の口に甘いのです」
と、神様のみことばを読んで学ぶことは、

第三神殿と神殿の丘
神殿を測っている11章のみことばにつ

いては、さまざまな解釈があります。神
学者の中には、この神殿はイエス様の時
代にあった第二神殿だと理解している人
がいます。しかし、黙示録は第二神殿が
破壊され（AD70）、ユダヤ人がお国を無
くしてから書かれている（およそAD95）、
歴史の背景を忘れてはいけないと思いま
す。第二神殿はすでに破壊されて無く
なっているのに、その無くなった神殿に
対して預言するというのは、預言とは言
えません。

黙示録4章1節で、ヨハネが天に上げ
られました。その時、言われた、「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなたに
示そう」ということばを思い出してくださ
い。ここからは、未来に起こることの預
言を知らせています。

最も健全な学び方としては、聖書に書
かれていることはすべて実在するのだと受
け止め、

ひゆ

比喩的に語られている部分は注
解書からではなく、聖書の中から見つけ
出 すことで す。イザ ヤ 書7章14節 で、

「処女が男の子を産む」という、考えられ
ないような預言を、神様がされたことを
学びました。そして、その預言は実際に
起こり、御子イエス様が、処女マリヤか
ら生まれるという預言の成就が、2千年
前に起こりました。オメガ・ジャパンの黙
示録の学びは、聖書のみことばをそのま
ま事実として受け止め、学んでいます。

クリスマスの思いと証し
今月号の12月は、世界中でクリスマス

がお祝いされますが、真の平和は、イン
マヌエルなるイエス様が再び来られた後
に到来します。私はクリスマスが大好きで

す。ご聖誕の歌を賛美するたび、涙が止
まらない思いをします。その一つ一つが
王の王、主の主のご聖誕を大声で表して
いるからです。

クリスマスソングの中で私が一番好き
な曲は、「リトルドラマーボーイ」です。こ
の曲を初めて聞いた時、私は泣きました。
あまりにも素晴らしい歌詞だったからです。
イエス様がお生まれになった場所に、羊
飼いたちにまじって小さなドラムを持った
一人の子どもが入ってきます。貧しい家
庭で羊小屋でお生まれになった王に、

「僕も貧しい子どもです。王様にふさわし
い贈り物など何もありませんが、代わり
に僕のドラムで演奏しましょう。……僕
はドラムを演奏したよ。最高の演奏をし
たんだ。そしたら、イエス様が僕とドラム
にほほえんでくれた」。私はいつも、この
小さなドラマーボーイのプレゼントが、
最高のプレゼントだと思っています。

夫婦で献身する前、カリフォルニアに
住んでいたころ、毎日の生活のいろいろ
なやりくりで困難な時期がありました。あ
るクリスマス前、牧師先生が「今年のクリ
スマスには主なる神様に特別献金のプレ
ゼントをしましょう」とおっしゃいました。
しかし、5ドルの余裕もない生活でしたの
で、主にお捧げしたいけれど、どうすれ
ばよいのかは分かりませんでした。すると、
一つの思いがやってきました。それは「信
仰によって、捧げたい額を紙に書いて献
金袋に入れるとよい」というものでした。
私は、小さな紙に100ドルと書いて献金
袋に入れました。そのお金の当てはあり
ませんでしたが、ドラマーボーイの演奏
のように、信仰によってそれを書いたこと
を イエス様が喜んでくださっているのを
感じました。

　

やがて、クリスマスを迎えて、100ドル
の捧げ物はまだ無かったのですが、必ず
できる日が来るという平安がありました。
大みそかの日、元旦にお客様を招くため
の料理を作っている最中に、小麦粉が切
れていることに気付きました。なくてはな
らない小麦粉がないのです。私は大急ぎ
で、スーパーに駆け込みました。500グ
ラムの小麦粉を69セントで買い、とんぼ
返りで料理を続けました。

そして買ってきた小麦粉を開けると、中
に小さな紙片が入っていました。何だろ
うと思って取り出し、畳んであった紙を広
げると、「おめでとうございます！ あなた
に100ドル当たりました」と書いてありま
した。私は腰を抜かすほど驚いて、「まさ
か！」と思いながら、その紙を小麦粉の会
社に送ってみました。するとなんと、すぐ
に100ドルの小切手が送られてきたので
す。胸を躍らせながら、それを献金しま
した。主に捧げようとしていたプレゼント
は、主ご自身が私にプレゼントしてくだ
さったものだったのです。

聖書には「信仰がなくては、神に喜ば
れることはできません」（ヘブル11:6）と
書かれています。逆に言えば、信仰を
持って私たちが行動する時、神様は喜ん
でくださるということでもあります。ドラ
マーボーイの演奏にほほえまれたイエス
様のように、私たちの信仰を見て、主は
ほほえんでくださいます。

今や、モーセの律法で命じられたいけ
にえや捧げ物は不要です。信仰によって、
アブラハムが義と認められたように、「義
人は信仰によって生きる」（ロマ1:17）時
です。なぜなら、イエス様が闇に打ち勝
ち、

まこと

真を成就させて恵みの時代（Ⅱコリ
6:2）をもたらせてくださったからです。

長年、イスラム教の岩のド－ムが建っ
ている所が、神殿の至聖所だと言われて
いました。約1300年前に建てられた有
名な岩のド－ムは、イスラム教徒にとって
大切な所ですから、その場所にユダヤ人
の神殿を建てるとなると、世界的な混乱
を招くことは明らかでしょう。では、第三
神殿の建設は不可能なのでしょうか。実
は、神殿がどこに建っていたのか、誰も
分かっていないのです。

ユダヤ人の考古学者たちがいろいろと
調べていますが、2千年前の神殿の遺跡
がたくさん残っています。それらを調査す
ると、岩のド－ムのある場所は神殿が
あった場所の南側で、神殿は岩のド－ム
の北側にあったのではないかと考古学者
たちが仮説を立てています。もし、岩の
ド－ムの北側が神殿のあった場所ならば、
神殿を建てる場所が空いていることにな
ります。これは、発掘をしてみないと分か
らないことです。

今現在も、イスラム教はユダヤ人が神
殿の丘に入ることさえ許しません。では、
どうすれば神殿のあった場所が分かり、
神殿を建てることができるのでしょう。そ
れは恐らく、「荒らす忌むべき者」（ダニ
9:27）とダニエル書で預言され、また、
テサロニケ人への手紙 第二2章3節で、

「不法の人、すなわち滅びの子」と呼ばれ
ている反キリストが、ユダヤ人が神殿の

丘に入ることと、発掘の許可を与えるこ
とになるのではないかと思われます。

未来の預言ですから、起こってみなけ
れば分かりませんが、岩のド－ムの北側
の空いている土地を、ユダヤ人が特別な
場所とするのかも知れません。ユダヤ人
は、神殿の至聖所がどこにあったか分か
らなければ、神殿を建てることはしませ
ん。ですから、ユダヤ人が神殿の丘に入
ることができるようになることと、発掘が
始まれば、イエス・キリストのご再臨は
もう戸口まで来ていると思われます。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節か
ら4節、「だれにも、どのようにも、だま
されないようにしなさい。なぜなら、ま
ず背教が起こり、不法の人、すなわち滅
びの子が現れなければ、主の日は来ない
からです。彼は、すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し、その
上に自分を高く上げ、神の宮の中に座を
設け、自分こそ神であると宣言します」

3節で、「不法の人、すなわち滅びの子
が現れなければ、主の日は来ないからで
す」と、あります。これは、反キリストが
現れなければご再臨はないから「だまさ
れないように」とか、ご再臨が来年あると
か、すでに大患難時代に入っていると言
う人々がいても、耳を貸さないようにしま
しょう。

4節で「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に
自分を高く上げ」と言っていますから、
人々の信仰の自由を取り上げる者です。

「自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言
する」と7年の契約を一方的に破棄し、
神殿の中に座り込み、「神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
というような状況が預言されています。

テサロニケ人への手紙 第二2章8節、
「その時になると、不法の人が現れますが、
主は御口の息をもって彼を殺し、来臨の
輝きをもって滅ぼしてしまわれます」

反キリストが現れますが、主はご再臨
の輝きによって、彼を滅ぼされます。反
キリストの現れることが、ご再臨と関連し
ているのです。

反キリストが立ち上がり、ユダヤ人が
神殿の丘に入ることができるようになった
と聞いたなら、7年間の大患難時代が始
まり、その7年の終わりにご再臨が起こ
ります。イエス様が再び地上に来られる
のです。

世の光であるイエス・キリストを見上げ、
主を愛し、ご再臨を待ち望む信仰を大い
に働かせましょう。今月も主を賛美し、
主の御名によって祈り、主に礼拝を捧げ、
主の道を歩んでまいりましょう。

神様にとって100ドルは何の足しにも
ならないものかも知れません。しかし、
その100ドルが信仰によって捧げられた
物であることを主は受け入れてくださり、
それをこのような形で備えてくださったの
です。

反キリストによって
建てられる第三神殿

さて、イエス様の啓示の書である黙示
録の学びを続けましょう。

黙示録11章1節から2節、「それから、
私に杖のような測りざおが与えられた。
すると、こう言う者があった。『立って、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝して
いる人を測れ。聖所の外の庭は、異邦人
に与えられているゆえ、そのままに差し
置きなさい。測ってはいけない。彼らは
聖なる都を四十二か月の間踏みにじる』」

1節、「それから、私に杖のような測り
ざおが与えられた。すると、こう言う者
があった。『立って、神の聖所と祭壇と、
また、そこで礼拝している人を測れ』」と
ヨハネは幻を見ていました。しかし、ここ
では、ヨハネ自身が測りざおを持って、
測る役割が与えられ、御使いが、それを
眺めているという、今までにはない行動
が起こっています。命令されていることは、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝し
ている人を測れということです。

神殿の聖所と祭壇のある、神殿の内庭を
現しています。ここでは、礼拝をしている
人々だけが測られているのではなく、神殿
の内庭にある聖所と祭壇も測っています。
2節で、「聖所の外の庭は、異邦人に与
えられているゆえ、そのままに差し置きな
さい。測ってはいけない」と、聖所の外の

庭のことを言っていますから、1節で測っ
ている神殿は、教会の信者のことではな
く、神殿の内庭のことだと思われます。
  

ソロモンが建てた第一神殿も、バビロ
ン捕囚から戻った後に再建された第二神
殿も、また、ヘロデ大王が改造したイエ
ス様の時代の神殿も、外の庭は異邦人に
与えられていませんでした。ユダヤの神殿
で礼拝することを望む異邦人が、外の庭
に入って、神殿に向かって祈ることはでき
ましたが、外の庭は、異邦人に与えられ
てはいませんでした。ゆえに、この神殿
は、第一神殿でも第二神殿でもない、未
来に建てられる神殿であると考えられます。

「彼らは聖なる都を四十二か月の間踏み
にじる」（黙11:2）というのは、異邦人が
第三神殿を3年半踏みにじって汚すとい
う預 言です。ダニエル 書9章27節で、

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を
結び、半週の間、いけにえとささげ物と
をやめさせる」と預言されていました。こ
のことは、未来に現れる反キリストが、7
年間の固い契約をイスラエル政府と結ぶ
のだと考えられると、以前にもお話いた

しました。しかし、7年間の中間である3
年半の後、いけにえとささげ物をやめさ
せることが預言されています。ユダヤ人は
神殿がなければ、いけにえもささげ物も、
神様にささげることはしません。

このダニエル書の預言によりますと、
実在する神殿がなければならないのです。

現在、神殿の丘は異邦人のものとなっ
ています。しかし未来に、神殿の丘の一
部に、ユダヤ人の神殿が建てられるかも
しれません。なぜなら、「聖所の外の庭
は、異邦人に与えられているゆえ」（黙
11:2）と、全神殿の丘がユダヤ人のもの
とはならないことが理解できます。

この神殿は、エゼキエル書40章から
43章に書かれている第四神殿ではありま
せん。エゼキエル書の神殿は、千年王国

（メシア王国）と呼ばれる神の御国で建て
られる第四神殿です。

ここで語られている神殿は、黙示録の
大患難時代、またはそれが始まる直前に
建てられる第三神殿です。この第三神殿
は、神様によって建てられるのではなく、

「荒らす憎むべき者」（マタ24:15）である
反キリストによって建てられる神殿です。

　この成就は、「聖なる民の勢力を打ち砕
くことが終わったとき、これらすべてのこ
とが成就する」と言っており、聖なる民と
はイスラエルの民のことです。イスラエル
の民の自我が打ち砕かれて、「神様である
メシアに頼るしかない」というところに達
して主に叫ぶ時、すべてのことが終わり、
神の御国が到来するのだと語っています。

黙示録10章7節の、「神の奥義は、神
がご自身のしもべである預言者たちに告
げられたとおりに成就する」と言っている
ように、黙示録に書かれている終末の預
言は、500箇所以上が旧約聖書の記述か
ら来ていると言われています。旧約聖書
と新約聖書と呼んでいる聖書は、一貫し
て神様の奥義が語られているのです。そ
の聖書に記されている預言者たちのこと
ばは、記されている通りに成就すること
が伝えられています。

甘い結果を私たちの魂に与えてください
ます。しかし、終わりの日の預言を知る
ことは、未来の人々の頑なな心と、滅ん
でゆく人類の苦しみを知ることでもあるの
です。

これらのことを知って、今のうちに一人
でも多くの人々が救われるように、懸命
に祈って、伝道をしなければならないと
いう苦い思いを感じるようになります。腹
に苦い物を食べると、吐き出すしかあり
ません。主の御心を人々に伝え、伝道す
ることが、苦い腹を癒やします。

また、黙示録10章11節で、「あなた
は、もう一度、もろもろの民族、国民、
国語、王たちについて預言しなければな
らない」とヨハネが与えられている預言を
語って、みことばを伝えて伝道しなければ
ならないのです。このイエス様のおことば
は、生きている間に、モーセのことばや
預言者のことばが書かれている聖書を
しっかり学ぶように、とのおことばです。
そして、神様に従う者は神の御国に入る
ことができます。

ヨハネが、もう一度もろもろの民族、
国民、国語、王たちに預言をしなければ
ならないと言われているように、私たち
も滅びゆく人類のために苦い思いを感じ
て、人々を救いの道に導きましょう。終
わりの時代を感じる今こそ、再臨のイエ
ス様の預言のみことばを宣べ伝えていき
ましょう。

黙示録10章8節から11節、「それか
ら、前に私が天から聞いた声が、また私
に話しかけて言った。『さあ行って、海と
地との上に立っている御使いの手にある、
開かれた巻き物を受け取りなさい。』それ
で、私は御使いのところに行って、『その
小さな巻き物を下さい』と言った。すると、
彼は言った。『それを取って食べなさい。
それはあなたの腹には苦いが、あなたの
口には蜜のように甘い。』そこで、私は御
使いの手からその小さな巻き物を取って
食べた。すると、それは口には蜜のよう
に甘かった。それを食べてしまうと、私
の腹は苦くなった。そのとき、彼らは私
に言った。『あなたは、もう一度、もろも
ろの民族、国民、国語、王たちについて
預言しなければならない』」

8節で、「さあ行って、海と地との上に
立っている御使いの手にある、開かれた
巻き物を受け取りなさい」とあります。こ
の御使いは、左足を海の上に、右足を地
の上に置いている御使いですから、この
巻物は全世界に関連していることが書か
れていると考えられます。

9節では、ヨハネが御使いからこのよう
に言われています。「『その小さな巻き物
を下さい』と言った。すると、彼は言った。

『それを取って食べなさい。それはあなた
の腹には苦いが、あなたの口には蜜のよ
うに甘い』」
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ダニエル書12章7節、「すると私は、
川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着
た人が語るのを聞いた。彼は、その右手
と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる
方をさして誓って言った。『それは、ひと
時とふた時と半時である。聖なる民の勢
力を打ち砕くことが終わったとき、これら
すべてのことが成就する。』」

ここで御使いが、永遠に生きる神様に
誓っています。右手だけではなく、左手
も上げて誓っています。「ひと時とふた時
と半時」と言うのは、ひと時が1年、ふた
時が2年、そして半時が半年のことです
から、合計すると3年半です。神の御国
の到来まで、残るは聖書暦である太陰暦
の3年半、すなわち1260日であって、そ
れは1日として延ばされることがないと
言っているのです。

第3の災い：第7のラッパ
― 腹に苦い巻物
（新改訳第3版使用）

黙示録10章7節、「第七の御使いが吹
き鳴らそうとしているラッパの音が響くそ
の日には、神の奥義は、神がご自身のし
もべである預言者たちに告げられたとお
りに成就する」

「第七の御使いが吹き鳴らそうとしてい
るラッパの音が響くその日には」とは、大
きく三つある災いのうちの最後の災い、
第3の災いが始まる時です。

第7のラッパの中に、最後の七つの鉢
の災難である、最も恐ろしい災難が含ま
れています。これらが終わると、すべての
災難が終わって、イエス・キリストのご再
臨が実現します。これが大患難時代の後
半の3年半です。

神殿の丘 岩のドームの隣に第三神殿の計画画像
（イメージです）

第三神殿（レプリカのイメージ画像） 第三神殿プロジェクトによるCGイメージ

エゼキエル書40章から43章に書かれている第四神殿のイメージ模型

エゼキエル書3章3節では、「そして仰
せられた。『人の子よ。わたしがあなたに
与えるこの巻き物で腹ごしらえをし、あな
たの腹を満たせ。』そこで、私はそれを食
べた。すると、それは私の口の中で蜜の
ように甘かった」と、エゼキエルの食べた
巻物は蜜のように甘いみことばでした。
ヨハネの食べる巻物も、やはり蜜のよう
に甘いみことばですが、腹には苦いもの
だったのです。

詩篇119編103節に、「あなたのみこ
とばは、私の上あごに、なんと甘いこと
でしょう。蜜よりも私の口に甘いのです」
と、神様のみことばを読んで学ぶことは、

第三神殿と神殿の丘
神殿を測っている11章のみことばにつ

いては、さまざまな解釈があります。神
学者の中には、この神殿はイエス様の時
代にあった第二神殿だと理解している人
がいます。しかし、黙示録は第二神殿が
破壊され（AD70）、ユダヤ人がお国を無
くしてから書かれている（およそAD95）、
歴史の背景を忘れてはいけないと思いま
す。第二神殿はすでに破壊されて無く
なっているのに、その無くなった神殿に
対して預言するというのは、預言とは言
えません。

黙示録4章1節で、ヨハネが天に上げ
られました。その時、言われた、「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなたに
示そう」ということばを思い出してくださ
い。ここからは、未来に起こることの預
言を知らせています。

最も健全な学び方としては、聖書に書
かれていることはすべて実在するのだと受
け止め、

ひゆ

比喩的に語られている部分は注
解書からではなく、聖書の中から見つけ
出 すことで す。イザ ヤ 書7章14節 で、

「処女が男の子を産む」という、考えられ
ないような預言を、神様がされたことを
学びました。そして、その預言は実際に
起こり、御子イエス様が、処女マリヤか
ら生まれるという預言の成就が、2千年
前に起こりました。オメガ・ジャパンの黙
示録の学びは、聖書のみことばをそのま
ま事実として受け止め、学んでいます。

クリスマスの思いと証し
今月号の12月は、世界中でクリスマス

がお祝いされますが、真の平和は、イン
マヌエルなるイエス様が再び来られた後
に到来します。私はクリスマスが大好きで

す。ご聖誕の歌を賛美するたび、涙が止
まらない思いをします。その一つ一つが
王の王、主の主のご聖誕を大声で表して
いるからです。

クリスマスソングの中で私が一番好き
な曲は、「リトルドラマーボーイ」です。こ
の曲を初めて聞いた時、私は泣きました。
あまりにも素晴らしい歌詞だったからです。
イエス様がお生まれになった場所に、羊
飼いたちにまじって小さなドラムを持った
一人の子どもが入ってきます。貧しい家
庭で羊小屋でお生まれになった王に、

「僕も貧しい子どもです。王様にふさわし
い贈り物など何もありませんが、代わり
に僕のドラムで演奏しましょう。……僕
はドラムを演奏したよ。最高の演奏をし
たんだ。そしたら、イエス様が僕とドラム
にほほえんでくれた」。私はいつも、この
小さなドラマーボーイのプレゼントが、
最高のプレゼントだと思っています。

夫婦で献身する前、カリフォルニアに
住んでいたころ、毎日の生活のいろいろ
なやりくりで困難な時期がありました。あ
るクリスマス前、牧師先生が「今年のクリ
スマスには主なる神様に特別献金のプレ
ゼントをしましょう」とおっしゃいました。
しかし、5ドルの余裕もない生活でしたの
で、主にお捧げしたいけれど、どうすれ
ばよいのかは分かりませんでした。すると、
一つの思いがやってきました。それは「信
仰によって、捧げたい額を紙に書いて献
金袋に入れるとよい」というものでした。
私は、小さな紙に100ドルと書いて献金
袋に入れました。そのお金の当てはあり
ませんでしたが、ドラマーボーイの演奏
のように、信仰によってそれを書いたこと
を イエス様が喜んでくださっているのを
感じました。

　

やがて、クリスマスを迎えて、100ドル
の捧げ物はまだ無かったのですが、必ず
できる日が来るという平安がありました。
大みそかの日、元旦にお客様を招くため
の料理を作っている最中に、小麦粉が切
れていることに気付きました。なくてはな
らない小麦粉がないのです。私は大急ぎ
で、スーパーに駆け込みました。500グ
ラムの小麦粉を69セントで買い、とんぼ
返りで料理を続けました。

そして買ってきた小麦粉を開けると、中
に小さな紙片が入っていました。何だろ
うと思って取り出し、畳んであった紙を広
げると、「おめでとうございます！ あなた
に100ドル当たりました」と書いてありま
した。私は腰を抜かすほど驚いて、「まさ
か！」と思いながら、その紙を小麦粉の会
社に送ってみました。するとなんと、すぐ
に100ドルの小切手が送られてきたので
す。胸を躍らせながら、それを献金しま
した。主に捧げようとしていたプレゼント
は、主ご自身が私にプレゼントしてくだ
さったものだったのです。

聖書には「信仰がなくては、神に喜ば
れることはできません」（ヘブル11:6）と
書かれています。逆に言えば、信仰を
持って私たちが行動する時、神様は喜ん
でくださるということでもあります。ドラ
マーボーイの演奏にほほえまれたイエス
様のように、私たちの信仰を見て、主は
ほほえんでくださいます。

今や、モーセの律法で命じられたいけ
にえや捧げ物は不要です。信仰によって、
アブラハムが義と認められたように、「義
人は信仰によって生きる」（ロマ1:17）時
です。なぜなら、イエス様が闇に打ち勝
ち、

まこと

真を成就させて恵みの時代（Ⅱコリ
6:2）をもたらせてくださったからです。

長年、イスラム教の岩のド－ムが建っ
ている所が、神殿の至聖所だと言われて
いました。約1300年前に建てられた有
名な岩のド－ムは、イスラム教徒にとって
大切な所ですから、その場所にユダヤ人
の神殿を建てるとなると、世界的な混乱
を招くことは明らかでしょう。では、第三
神殿の建設は不可能なのでしょうか。実
は、神殿がどこに建っていたのか、誰も
分かっていないのです。

ユダヤ人の考古学者たちがいろいろと
調べていますが、2千年前の神殿の遺跡
がたくさん残っています。それらを調査す
ると、岩のド－ムのある場所は神殿が
あった場所の南側で、神殿は岩のド－ム
の北側にあったのではないかと考古学者
たちが仮説を立てています。もし、岩の
ド－ムの北側が神殿のあった場所ならば、
神殿を建てる場所が空いていることにな
ります。これは、発掘をしてみないと分か
らないことです。

今現在も、イスラム教はユダヤ人が神
殿の丘に入ることさえ許しません。では、
どうすれば神殿のあった場所が分かり、
神殿を建てることができるのでしょう。そ
れは恐らく、「荒らす忌むべき者」（ダニ
9:27）とダニエル書で預言され、また、
テサロニケ人への手紙 第二2章3節で、

「不法の人、すなわち滅びの子」と呼ばれ
ている反キリストが、ユダヤ人が神殿の

丘に入ることと、発掘の許可を与えるこ
とになるのではないかと思われます。

未来の預言ですから、起こってみなけ
れば分かりませんが、岩のド－ムの北側
の空いている土地を、ユダヤ人が特別な
場所とするのかも知れません。ユダヤ人
は、神殿の至聖所がどこにあったか分か
らなければ、神殿を建てることはしませ
ん。ですから、ユダヤ人が神殿の丘に入
ることができるようになることと、発掘が
始まれば、イエス・キリストのご再臨は
もう戸口まで来ていると思われます。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節か
ら4節、「だれにも、どのようにも、だま
されないようにしなさい。なぜなら、ま
ず背教が起こり、不法の人、すなわち滅
びの子が現れなければ、主の日は来ない
からです。彼は、すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し、その
上に自分を高く上げ、神の宮の中に座を
設け、自分こそ神であると宣言します」

3節で、「不法の人、すなわち滅びの子
が現れなければ、主の日は来ないからで
す」と、あります。これは、反キリストが
現れなければご再臨はないから「だまさ
れないように」とか、ご再臨が来年あると
か、すでに大患難時代に入っていると言
う人々がいても、耳を貸さないようにしま
しょう。

4節で「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に
自分を高く上げ」と言っていますから、
人々の信仰の自由を取り上げる者です。

「自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言
する」と7年の契約を一方的に破棄し、
神殿の中に座り込み、「神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
というような状況が預言されています。

テサロニケ人への手紙 第二2章8節、
「その時になると、不法の人が現れますが、
主は御口の息をもって彼を殺し、来臨の
輝きをもって滅ぼしてしまわれます」

反キリストが現れますが、主はご再臨
の輝きによって、彼を滅ぼされます。反
キリストの現れることが、ご再臨と関連し
ているのです。

反キリストが立ち上がり、ユダヤ人が
神殿の丘に入ることができるようになった
と聞いたなら、7年間の大患難時代が始
まり、その7年の終わりにご再臨が起こ
ります。イエス様が再び地上に来られる
のです。

世の光であるイエス・キリストを見上げ、
主を愛し、ご再臨を待ち望む信仰を大い
に働かせましょう。今月も主を賛美し、
主の御名によって祈り、主に礼拝を捧げ、
主の道を歩んでまいりましょう。

神様にとって100ドルは何の足しにも
ならないものかも知れません。しかし、
その100ドルが信仰によって捧げられた
物であることを主は受け入れてくださり、
それをこのような形で備えてくださったの
です。

反キリストによって
建てられる第三神殿

さて、イエス様の啓示の書である黙示
録の学びを続けましょう。

黙示録11章1節から2節、「それから、
私に杖のような測りざおが与えられた。
すると、こう言う者があった。『立って、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝して
いる人を測れ。聖所の外の庭は、異邦人
に与えられているゆえ、そのままに差し
置きなさい。測ってはいけない。彼らは
聖なる都を四十二か月の間踏みにじる』」

1節、「それから、私に杖のような測り
ざおが与えられた。すると、こう言う者
があった。『立って、神の聖所と祭壇と、
また、そこで礼拝している人を測れ』」と
ヨハネは幻を見ていました。しかし、ここ
では、ヨハネ自身が測りざおを持って、
測る役割が与えられ、御使いが、それを
眺めているという、今までにはない行動
が起こっています。命令されていることは、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝し
ている人を測れということです。

神殿の聖所と祭壇のある、神殿の内庭を
現しています。ここでは、礼拝をしている
人々だけが測られているのではなく、神殿
の内庭にある聖所と祭壇も測っています。
2節で、「聖所の外の庭は、異邦人に与
えられているゆえ、そのままに差し置きな
さい。測ってはいけない」と、聖所の外の

庭のことを言っていますから、1節で測っ
ている神殿は、教会の信者のことではな
く、神殿の内庭のことだと思われます。
  

ソロモンが建てた第一神殿も、バビロ
ン捕囚から戻った後に再建された第二神
殿も、また、ヘロデ大王が改造したイエ
ス様の時代の神殿も、外の庭は異邦人に
与えられていませんでした。ユダヤの神殿
で礼拝することを望む異邦人が、外の庭
に入って、神殿に向かって祈ることはでき
ましたが、外の庭は、異邦人に与えられ
てはいませんでした。ゆえに、この神殿
は、第一神殿でも第二神殿でもない、未
来に建てられる神殿であると考えられます。

「彼らは聖なる都を四十二か月の間踏み
にじる」（黙11:2）というのは、異邦人が
第三神殿を3年半踏みにじって汚すとい
う預 言です。ダニエル 書9章27節で、

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を
結び、半週の間、いけにえとささげ物と
をやめさせる」と預言されていました。こ
のことは、未来に現れる反キリストが、7
年間の固い契約をイスラエル政府と結ぶ
のだと考えられると、以前にもお話いた

しました。しかし、7年間の中間である3
年半の後、いけにえとささげ物をやめさ
せることが預言されています。ユダヤ人は
神殿がなければ、いけにえもささげ物も、
神様にささげることはしません。

このダニエル書の預言によりますと、
実在する神殿がなければならないのです。

現在、神殿の丘は異邦人のものとなっ
ています。しかし未来に、神殿の丘の一
部に、ユダヤ人の神殿が建てられるかも
しれません。なぜなら、「聖所の外の庭
は、異邦人に与えられているゆえ」（黙
11:2）と、全神殿の丘がユダヤ人のもの
とはならないことが理解できます。

この神殿は、エゼキエル書40章から
43章に書かれている第四神殿ではありま
せん。エゼキエル書の神殿は、千年王国

（メシア王国）と呼ばれる神の御国で建て
られる第四神殿です。

ここで語られている神殿は、黙示録の
大患難時代、またはそれが始まる直前に
建てられる第三神殿です。この第三神殿
は、神様によって建てられるのではなく、

「荒らす憎むべき者」（マタ24:15）である
反キリストによって建てられる神殿です。

　この成就は、「聖なる民の勢力を打ち砕
くことが終わったとき、これらすべてのこ
とが成就する」と言っており、聖なる民と
はイスラエルの民のことです。イスラエル
の民の自我が打ち砕かれて、「神様である
メシアに頼るしかない」というところに達
して主に叫ぶ時、すべてのことが終わり、
神の御国が到来するのだと語っています。

黙示録10章7節の、「神の奥義は、神
がご自身のしもべである預言者たちに告
げられたとおりに成就する」と言っている
ように、黙示録に書かれている終末の預
言は、500箇所以上が旧約聖書の記述か
ら来ていると言われています。旧約聖書
と新約聖書と呼んでいる聖書は、一貫し
て神様の奥義が語られているのです。そ
の聖書に記されている預言者たちのこと
ばは、記されている通りに成就すること
が伝えられています。

甘い結果を私たちの魂に与えてください
ます。しかし、終わりの日の預言を知る
ことは、未来の人々の頑なな心と、滅ん
でゆく人類の苦しみを知ることでもあるの
です。

これらのことを知って、今のうちに一人
でも多くの人々が救われるように、懸命
に祈って、伝道をしなければならないと
いう苦い思いを感じるようになります。腹
に苦い物を食べると、吐き出すしかあり
ません。主の御心を人々に伝え、伝道す
ることが、苦い腹を癒やします。

また、黙示録10章11節で、「あなた
は、もう一度、もろもろの民族、国民、
国語、王たちについて預言しなければな
らない」とヨハネが与えられている預言を
語って、みことばを伝えて伝道しなければ
ならないのです。このイエス様のおことば
は、生きている間に、モーセのことばや
預言者のことばが書かれている聖書を
しっかり学ぶように、とのおことばです。
そして、神様に従う者は神の御国に入る
ことができます。

ヨハネが、もう一度もろもろの民族、
国民、国語、王たちに預言をしなければ
ならないと言われているように、私たち
も滅びゆく人類のために苦い思いを感じ
て、人々を救いの道に導きましょう。終
わりの時代を感じる今こそ、再臨のイエ
ス様の預言のみことばを宣べ伝えていき
ましょう。

黙示録10章8節から11節、「それか
ら、前に私が天から聞いた声が、また私
に話しかけて言った。『さあ行って、海と
地との上に立っている御使いの手にある、
開かれた巻き物を受け取りなさい。』それ
で、私は御使いのところに行って、『その
小さな巻き物を下さい』と言った。すると、
彼は言った。『それを取って食べなさい。
それはあなたの腹には苦いが、あなたの
口には蜜のように甘い。』そこで、私は御
使いの手からその小さな巻き物を取って
食べた。すると、それは口には蜜のよう
に甘かった。それを食べてしまうと、私
の腹は苦くなった。そのとき、彼らは私
に言った。『あなたは、もう一度、もろも
ろの民族、国民、国語、王たちについて
預言しなければならない』」

8節で、「さあ行って、海と地との上に
立っている御使いの手にある、開かれた
巻き物を受け取りなさい」とあります。こ
の御使いは、左足を海の上に、右足を地
の上に置いている御使いですから、この
巻物は全世界に関連していることが書か
れていると考えられます。

9節では、ヨハネが御使いからこのよう
に言われています。「『その小さな巻き物
を下さい』と言った。すると、彼は言った。

『それを取って食べなさい。それはあなた
の腹には苦いが、あなたの口には蜜のよ
うに甘い』」
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ダニエル書12章7節、「すると私は、
川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着
た人が語るのを聞いた。彼は、その右手
と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる
方をさして誓って言った。『それは、ひと
時とふた時と半時である。聖なる民の勢
力を打ち砕くことが終わったとき、これら
すべてのことが成就する。』」

ここで御使いが、永遠に生きる神様に
誓っています。右手だけではなく、左手
も上げて誓っています。「ひと時とふた時
と半時」と言うのは、ひと時が1年、ふた
時が2年、そして半時が半年のことです
から、合計すると3年半です。神の御国
の到来まで、残るは聖書暦である太陰暦
の3年半、すなわち1260日であって、そ
れは1日として延ばされることがないと
言っているのです。

第3の災い：第7のラッパ
― 腹に苦い巻物
（新改訳第3版使用）

黙示録10章7節、「第七の御使いが吹
き鳴らそうとしているラッパの音が響くそ
の日には、神の奥義は、神がご自身のし
もべである預言者たちに告げられたとお
りに成就する」

「第七の御使いが吹き鳴らそうとしてい
るラッパの音が響くその日には」とは、大
きく三つある災いのうちの最後の災い、
第3の災いが始まる時です。

第7のラッパの中に、最後の七つの鉢
の災難である、最も恐ろしい災難が含ま
れています。これらが終わると、すべての
災難が終わって、イエス・キリストのご再
臨が実現します。これが大患難時代の後
半の3年半です。

神殿の丘 岩のドームの隣に第三神殿の計画画像
（イメージです）

第三神殿（レプリカのイメージ画像） 第三神殿プロジェクトによるCGイメージ

エゼキエル書40章から43章に書かれている第四神殿のイメージ模型

エゼキエル書3章3節では、「そして仰
せられた。『人の子よ。わたしがあなたに
与えるこの巻き物で腹ごしらえをし、あな
たの腹を満たせ。』そこで、私はそれを食
べた。すると、それは私の口の中で蜜の
ように甘かった」と、エゼキエルの食べた
巻物は蜜のように甘いみことばでした。
ヨハネの食べる巻物も、やはり蜜のよう
に甘いみことばですが、腹には苦いもの
だったのです。

詩篇119編103節に、「あなたのみこ
とばは、私の上あごに、なんと甘いこと
でしょう。蜜よりも私の口に甘いのです」
と、神様のみことばを読んで学ぶことは、

第三神殿と神殿の丘
神殿を測っている11章のみことばにつ

いては、さまざまな解釈があります。神
学者の中には、この神殿はイエス様の時
代にあった第二神殿だと理解している人
がいます。しかし、黙示録は第二神殿が
破壊され（AD70）、ユダヤ人がお国を無
くしてから書かれている（およそAD95）、
歴史の背景を忘れてはいけないと思いま
す。第二神殿はすでに破壊されて無く
なっているのに、その無くなった神殿に
対して預言するというのは、預言とは言
えません。

黙示録4章1節で、ヨハネが天に上げ
られました。その時、言われた、「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなたに
示そう」ということばを思い出してくださ
い。ここからは、未来に起こることの預
言を知らせています。

最も健全な学び方としては、聖書に書
かれていることはすべて実在するのだと受
け止め、

ひゆ

比喩的に語られている部分は注
解書からではなく、聖書の中から見つけ
出 すことで す。イザ ヤ 書7章14節 で、

「処女が男の子を産む」という、考えられ
ないような預言を、神様がされたことを
学びました。そして、その預言は実際に
起こり、御子イエス様が、処女マリヤか
ら生まれるという預言の成就が、2千年
前に起こりました。オメガ・ジャパンの黙
示録の学びは、聖書のみことばをそのま
ま事実として受け止め、学んでいます。

クリスマスの思いと証し
今月号の12月は、世界中でクリスマス

がお祝いされますが、真の平和は、イン
マヌエルなるイエス様が再び来られた後
に到来します。私はクリスマスが大好きで

す。ご聖誕の歌を賛美するたび、涙が止
まらない思いをします。その一つ一つが
王の王、主の主のご聖誕を大声で表して
いるからです。

クリスマスソングの中で私が一番好き
な曲は、「リトルドラマーボーイ」です。こ
の曲を初めて聞いた時、私は泣きました。
あまりにも素晴らしい歌詞だったからです。
イエス様がお生まれになった場所に、羊
飼いたちにまじって小さなドラムを持った
一人の子どもが入ってきます。貧しい家
庭で羊小屋でお生まれになった王に、

「僕も貧しい子どもです。王様にふさわし
い贈り物など何もありませんが、代わり
に僕のドラムで演奏しましょう。……僕
はドラムを演奏したよ。最高の演奏をし
たんだ。そしたら、イエス様が僕とドラム
にほほえんでくれた」。私はいつも、この
小さなドラマーボーイのプレゼントが、
最高のプレゼントだと思っています。

夫婦で献身する前、カリフォルニアに
住んでいたころ、毎日の生活のいろいろ
なやりくりで困難な時期がありました。あ
るクリスマス前、牧師先生が「今年のクリ
スマスには主なる神様に特別献金のプレ
ゼントをしましょう」とおっしゃいました。
しかし、5ドルの余裕もない生活でしたの
で、主にお捧げしたいけれど、どうすれ
ばよいのかは分かりませんでした。すると、
一つの思いがやってきました。それは「信
仰によって、捧げたい額を紙に書いて献
金袋に入れるとよい」というものでした。
私は、小さな紙に100ドルと書いて献金
袋に入れました。そのお金の当てはあり
ませんでしたが、ドラマーボーイの演奏
のように、信仰によってそれを書いたこと
を イエス様が喜んでくださっているのを
感じました。

　

やがて、クリスマスを迎えて、100ドル
の捧げ物はまだ無かったのですが、必ず
できる日が来るという平安がありました。
大みそかの日、元旦にお客様を招くため
の料理を作っている最中に、小麦粉が切
れていることに気付きました。なくてはな
らない小麦粉がないのです。私は大急ぎ
で、スーパーに駆け込みました。500グ
ラムの小麦粉を69セントで買い、とんぼ
返りで料理を続けました。

そして買ってきた小麦粉を開けると、中
に小さな紙片が入っていました。何だろ
うと思って取り出し、畳んであった紙を広
げると、「おめでとうございます！ あなた
に100ドル当たりました」と書いてありま
した。私は腰を抜かすほど驚いて、「まさ
か！」と思いながら、その紙を小麦粉の会
社に送ってみました。するとなんと、すぐ
に100ドルの小切手が送られてきたので
す。胸を躍らせながら、それを献金しま
した。主に捧げようとしていたプレゼント
は、主ご自身が私にプレゼントしてくだ
さったものだったのです。

聖書には「信仰がなくては、神に喜ば
れることはできません」（ヘブル11:6）と
書かれています。逆に言えば、信仰を
持って私たちが行動する時、神様は喜ん
でくださるということでもあります。ドラ
マーボーイの演奏にほほえまれたイエス
様のように、私たちの信仰を見て、主は
ほほえんでくださいます。

今や、モーセの律法で命じられたいけ
にえや捧げ物は不要です。信仰によって、
アブラハムが義と認められたように、「義
人は信仰によって生きる」（ロマ1:17）時
です。なぜなら、イエス様が闇に打ち勝
ち、

まこと

真を成就させて恵みの時代（Ⅱコリ
6:2）をもたらせてくださったからです。

長年、イスラム教の岩のド－ムが建っ
ている所が、神殿の至聖所だと言われて
いました。約1300年前に建てられた有
名な岩のド－ムは、イスラム教徒にとって
大切な所ですから、その場所にユダヤ人
の神殿を建てるとなると、世界的な混乱
を招くことは明らかでしょう。では、第三
神殿の建設は不可能なのでしょうか。実
は、神殿がどこに建っていたのか、誰も
分かっていないのです。

ユダヤ人の考古学者たちがいろいろと
調べていますが、2千年前の神殿の遺跡
がたくさん残っています。それらを調査す
ると、岩のド－ムのある場所は神殿が
あった場所の南側で、神殿は岩のド－ム
の北側にあったのではないかと考古学者
たちが仮説を立てています。もし、岩の
ド－ムの北側が神殿のあった場所ならば、
神殿を建てる場所が空いていることにな
ります。これは、発掘をしてみないと分か
らないことです。

今現在も、イスラム教はユダヤ人が神
殿の丘に入ることさえ許しません。では、
どうすれば神殿のあった場所が分かり、
神殿を建てることができるのでしょう。そ
れは恐らく、「荒らす忌むべき者」（ダニ
9:27）とダニエル書で預言され、また、
テサロニケ人への手紙 第二2章3節で、

「不法の人、すなわち滅びの子」と呼ばれ
ている反キリストが、ユダヤ人が神殿の

丘に入ることと、発掘の許可を与えるこ
とになるのではないかと思われます。

未来の預言ですから、起こってみなけ
れば分かりませんが、岩のド－ムの北側
の空いている土地を、ユダヤ人が特別な
場所とするのかも知れません。ユダヤ人
は、神殿の至聖所がどこにあったか分か
らなければ、神殿を建てることはしませ
ん。ですから、ユダヤ人が神殿の丘に入
ることができるようになることと、発掘が
始まれば、イエス・キリストのご再臨は
もう戸口まで来ていると思われます。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節か
ら4節、「だれにも、どのようにも、だま
されないようにしなさい。なぜなら、ま
ず背教が起こり、不法の人、すなわち滅
びの子が現れなければ、主の日は来ない
からです。彼は、すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し、その
上に自分を高く上げ、神の宮の中に座を
設け、自分こそ神であると宣言します」

3節で、「不法の人、すなわち滅びの子
が現れなければ、主の日は来ないからで
す」と、あります。これは、反キリストが
現れなければご再臨はないから「だまさ
れないように」とか、ご再臨が来年あると
か、すでに大患難時代に入っていると言
う人々がいても、耳を貸さないようにしま
しょう。

4節で「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に
自分を高く上げ」と言っていますから、
人々の信仰の自由を取り上げる者です。

「自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言
する」と7年の契約を一方的に破棄し、
神殿の中に座り込み、「神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
というような状況が預言されています。

テサロニケ人への手紙 第二2章8節、
「その時になると、不法の人が現れますが、
主は御口の息をもって彼を殺し、来臨の
輝きをもって滅ぼしてしまわれます」

反キリストが現れますが、主はご再臨
の輝きによって、彼を滅ぼされます。反
キリストの現れることが、ご再臨と関連し
ているのです。

反キリストが立ち上がり、ユダヤ人が
神殿の丘に入ることができるようになった
と聞いたなら、7年間の大患難時代が始
まり、その7年の終わりにご再臨が起こ
ります。イエス様が再び地上に来られる
のです。

世の光であるイエス・キリストを見上げ、
主を愛し、ご再臨を待ち望む信仰を大い
に働かせましょう。今月も主を賛美し、
主の御名によって祈り、主に礼拝を捧げ、
主の道を歩んでまいりましょう。

神様にとって100ドルは何の足しにも
ならないものかも知れません。しかし、
その100ドルが信仰によって捧げられた
物であることを主は受け入れてくださり、
それをこのような形で備えてくださったの
です。

反キリストによって
建てられる第三神殿

さて、イエス様の啓示の書である黙示
録の学びを続けましょう。

黙示録11章1節から2節、「それから、
私に杖のような測りざおが与えられた。
すると、こう言う者があった。『立って、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝して
いる人を測れ。聖所の外の庭は、異邦人
に与えられているゆえ、そのままに差し
置きなさい。測ってはいけない。彼らは
聖なる都を四十二か月の間踏みにじる』」

1節、「それから、私に杖のような測り
ざおが与えられた。すると、こう言う者
があった。『立って、神の聖所と祭壇と、
また、そこで礼拝している人を測れ』」と
ヨハネは幻を見ていました。しかし、ここ
では、ヨハネ自身が測りざおを持って、
測る役割が与えられ、御使いが、それを
眺めているという、今までにはない行動
が起こっています。命令されていることは、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝し
ている人を測れということです。

神殿の聖所と祭壇のある、神殿の内庭を
現しています。ここでは、礼拝をしている
人々だけが測られているのではなく、神殿
の内庭にある聖所と祭壇も測っています。
2節で、「聖所の外の庭は、異邦人に与
えられているゆえ、そのままに差し置きな
さい。測ってはいけない」と、聖所の外の

庭のことを言っていますから、1節で測っ
ている神殿は、教会の信者のことではな
く、神殿の内庭のことだと思われます。
  

ソロモンが建てた第一神殿も、バビロ
ン捕囚から戻った後に再建された第二神
殿も、また、ヘロデ大王が改造したイエ
ス様の時代の神殿も、外の庭は異邦人に
与えられていませんでした。ユダヤの神殿
で礼拝することを望む異邦人が、外の庭
に入って、神殿に向かって祈ることはでき
ましたが、外の庭は、異邦人に与えられ
てはいませんでした。ゆえに、この神殿
は、第一神殿でも第二神殿でもない、未
来に建てられる神殿であると考えられます。

「彼らは聖なる都を四十二か月の間踏み
にじる」（黙11:2）というのは、異邦人が
第三神殿を3年半踏みにじって汚すとい
う預 言です。ダニエル 書9章27節で、

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を
結び、半週の間、いけにえとささげ物と
をやめさせる」と預言されていました。こ
のことは、未来に現れる反キリストが、7
年間の固い契約をイスラエル政府と結ぶ
のだと考えられると、以前にもお話いた

しました。しかし、7年間の中間である3
年半の後、いけにえとささげ物をやめさ
せることが預言されています。ユダヤ人は
神殿がなければ、いけにえもささげ物も、
神様にささげることはしません。

このダニエル書の預言によりますと、
実在する神殿がなければならないのです。

現在、神殿の丘は異邦人のものとなっ
ています。しかし未来に、神殿の丘の一
部に、ユダヤ人の神殿が建てられるかも
しれません。なぜなら、「聖所の外の庭
は、異邦人に与えられているゆえ」（黙
11:2）と、全神殿の丘がユダヤ人のもの
とはならないことが理解できます。

この神殿は、エゼキエル書40章から
43章に書かれている第四神殿ではありま
せん。エゼキエル書の神殿は、千年王国

（メシア王国）と呼ばれる神の御国で建て
られる第四神殿です。

ここで語られている神殿は、黙示録の
大患難時代、またはそれが始まる直前に
建てられる第三神殿です。この第三神殿
は、神様によって建てられるのではなく、

「荒らす憎むべき者」（マタ24:15）である
反キリストによって建てられる神殿です。

　この成就は、「聖なる民の勢力を打ち砕
くことが終わったとき、これらすべてのこ
とが成就する」と言っており、聖なる民と
はイスラエルの民のことです。イスラエル
の民の自我が打ち砕かれて、「神様である
メシアに頼るしかない」というところに達
して主に叫ぶ時、すべてのことが終わり、
神の御国が到来するのだと語っています。

黙示録10章7節の、「神の奥義は、神
がご自身のしもべである預言者たちに告
げられたとおりに成就する」と言っている
ように、黙示録に書かれている終末の預
言は、500箇所以上が旧約聖書の記述か
ら来ていると言われています。旧約聖書
と新約聖書と呼んでいる聖書は、一貫し
て神様の奥義が語られているのです。そ
の聖書に記されている預言者たちのこと
ばは、記されている通りに成就すること
が伝えられています。

甘い結果を私たちの魂に与えてください
ます。しかし、終わりの日の預言を知る
ことは、未来の人々の頑なな心と、滅ん
でゆく人類の苦しみを知ることでもあるの
です。

これらのことを知って、今のうちに一人
でも多くの人々が救われるように、懸命
に祈って、伝道をしなければならないと
いう苦い思いを感じるようになります。腹
に苦い物を食べると、吐き出すしかあり
ません。主の御心を人々に伝え、伝道す
ることが、苦い腹を癒やします。

また、黙示録10章11節で、「あなた
は、もう一度、もろもろの民族、国民、
国語、王たちについて預言しなければな
らない」とヨハネが与えられている預言を
語って、みことばを伝えて伝道しなければ
ならないのです。このイエス様のおことば
は、生きている間に、モーセのことばや
預言者のことばが書かれている聖書を
しっかり学ぶように、とのおことばです。
そして、神様に従う者は神の御国に入る
ことができます。

ヨハネが、もう一度もろもろの民族、
国民、国語、王たちに預言をしなければ
ならないと言われているように、私たち
も滅びゆく人類のために苦い思いを感じ
て、人々を救いの道に導きましょう。終
わりの時代を感じる今こそ、再臨のイエ
ス様の預言のみことばを宣べ伝えていき
ましょう。

黙示録10章8節から11節、「それか
ら、前に私が天から聞いた声が、また私
に話しかけて言った。『さあ行って、海と
地との上に立っている御使いの手にある、
開かれた巻き物を受け取りなさい。』それ
で、私は御使いのところに行って、『その
小さな巻き物を下さい』と言った。すると、
彼は言った。『それを取って食べなさい。
それはあなたの腹には苦いが、あなたの
口には蜜のように甘い。』そこで、私は御
使いの手からその小さな巻き物を取って
食べた。すると、それは口には蜜のよう
に甘かった。それを食べてしまうと、私
の腹は苦くなった。そのとき、彼らは私
に言った。『あなたは、もう一度、もろも
ろの民族、国民、国語、王たちについて
預言しなければならない』」

8節で、「さあ行って、海と地との上に
立っている御使いの手にある、開かれた
巻き物を受け取りなさい」とあります。こ
の御使いは、左足を海の上に、右足を地
の上に置いている御使いですから、この
巻物は全世界に関連していることが書か
れていると考えられます。

9節では、ヨハネが御使いからこのよう
に言われています。「『その小さな巻き物
を下さい』と言った。すると、彼は言った。

『それを取って食べなさい。それはあなた
の腹には苦いが、あなたの口には蜜のよ
うに甘い』」
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ダニエル書12章7節、「すると私は、
川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着
た人が語るのを聞いた。彼は、その右手
と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる
方をさして誓って言った。『それは、ひと
時とふた時と半時である。聖なる民の勢
力を打ち砕くことが終わったとき、これら
すべてのことが成就する。』」

ここで御使いが、永遠に生きる神様に
誓っています。右手だけではなく、左手
も上げて誓っています。「ひと時とふた時
と半時」と言うのは、ひと時が1年、ふた
時が2年、そして半時が半年のことです
から、合計すると3年半です。神の御国
の到来まで、残るは聖書暦である太陰暦
の3年半、すなわち1260日であって、そ
れは1日として延ばされることがないと
言っているのです。

第3の災い：第7のラッパ
― 腹に苦い巻物
（新改訳第3版使用）

黙示録10章7節、「第七の御使いが吹
き鳴らそうとしているラッパの音が響くそ
の日には、神の奥義は、神がご自身のし
もべである預言者たちに告げられたとお
りに成就する」

「第七の御使いが吹き鳴らそうとしてい
るラッパの音が響くその日には」とは、大
きく三つある災いのうちの最後の災い、
第3の災いが始まる時です。

第7のラッパの中に、最後の七つの鉢
の災難である、最も恐ろしい災難が含ま
れています。これらが終わると、すべての
災難が終わって、イエス・キリストのご再
臨が実現します。これが大患難時代の後
半の3年半です。

アドベント（待降節）を
迎える幸いに感謝

救い主イエス・キリストの大いなる御名を賛美いたします。

わたしは、語りかける声の主を見ようとして振り向いた。振り向くと、七つの金の燭台が見え、燭台の中央

には、人の子のような方がおり、足まで届く衣を着て、胸には金の帯を締めておられた。その頭、その髪の

毛は、白い羊毛に似て、雪のように白く、目はまるで燃え盛る炎、足は炉で精錬されたしんちゅうのように輝き、

声は大水のとどろきのようであった。右の手に七つの星を持ち、口からは鋭い両刃の剣が出て、顔は強く

照り輝く太陽のようであった。わたしは、その方を見ると、その足もとに倒れて、死んだようになった。すると、

その方は右手をわたしの上に置いて言われた。「恐れるな。わたしは最初の者にして最後の者、また生きて

いる者である。一度は死んだが、見よ、世々限りなく生きて、死と陰府の鍵を持っている。

ヨハネの黙示録1章12～18節

イエス・キリストは、この世に来られた時、神の国を教え、神の国のしるしを行い、父なる神の御心のみに

従い、罪なき人として歩まれました。世界で、いや宇宙一の力と権威を持つ王なる神の御子は、最も小さき

者として布に包まれて、静かな夜にベツレヘムにお生まれになられました。

闇の中を歩む民は、大いなる光を見、死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた。……ひとりのみどりごが

わたしたちのために生まれた。ひとりの男の子がわたしたちに与えられた。権威が彼の肩にある。その名は、

「驚くべき指導者、力ある神、永遠の父、平和の君」と唱えられる。ダビデの王座とその王国に権威は増し、

平和は絶えることがない。王国は正義と恵みの業によって、今もそしてとこしえに、立てられ支えられる。

万軍の主の熱意がこれを成し遂げる。

イザヤ書9章1節、5節～6節

人として歩まれたイエス様の霊は、天における栄光と光の輝きに満ちていました。イエス様の御名によって

祈る時、天と地がつながれ、父なる神と私たちは共に交わり、その天における栄光と臨在をこの地にもたらし

ます。

2021年のアドベント（待降節）も、主を愛し、共に、再び来られる主を待ち望みつつ、信仰の道を歩ませ

ていただける幸いを心より感謝申し上げます。

黙示録1章3節

エゼキエル書3章3節では、「そして仰
せられた。『人の子よ。わたしがあなたに
与えるこの巻き物で腹ごしらえをし、あな
たの腹を満たせ。』そこで、私はそれを食
べた。すると、それは私の口の中で蜜の
ように甘かった」と、エゼキエルの食べた
巻物は蜜のように甘いみことばでした。
ヨハネの食べる巻物も、やはり蜜のよう
に甘いみことばですが、腹には苦いもの
だったのです。

詩篇119編103節に、「あなたのみこ
とばは、私の上あごに、なんと甘いこと
でしょう。蜜よりも私の口に甘いのです」
と、神様のみことばを読んで学ぶことは、

第三神殿と神殿の丘
神殿を測っている11章のみことばにつ

いては、さまざまな解釈があります。神
学者の中には、この神殿はイエス様の時
代にあった第二神殿だと理解している人
がいます。しかし、黙示録は第二神殿が
破壊され（AD70）、ユダヤ人がお国を無
くしてから書かれている（およそAD95）、
歴史の背景を忘れてはいけないと思いま
す。第二神殿はすでに破壊されて無く
なっているのに、その無くなった神殿に
対して預言するというのは、預言とは言
えません。

黙示録4章1節で、ヨハネが天に上げ
られました。その時、言われた、「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなたに
示そう」ということばを思い出してくださ
い。ここからは、未来に起こることの預
言を知らせています。

最も健全な学び方としては、聖書に書
かれていることはすべて実在するのだと受
け止め、

ひゆ

比喩的に語られている部分は注
解書からではなく、聖書の中から見つけ
出 すことで す。イザ ヤ 書7章14節 で、

「処女が男の子を産む」という、考えられ
ないような預言を、神様がされたことを
学びました。そして、その預言は実際に
起こり、御子イエス様が、処女マリヤか
ら生まれるという預言の成就が、2千年
前に起こりました。オメガ・ジャパンの黙
示録の学びは、聖書のみことばをそのま
ま事実として受け止め、学んでいます。

クリスマスの思いと証し
今月号の12月は、世界中でクリスマス

がお祝いされますが、真の平和は、イン
マヌエルなるイエス様が再び来られた後
に到来します。私はクリスマスが大好きで

す。ご聖誕の歌を賛美するたび、涙が止
まらない思いをします。その一つ一つが
王の王、主の主のご聖誕を大声で表して
いるからです。

クリスマスソングの中で私が一番好き
な曲は、「リトルドラマーボーイ」です。こ
の曲を初めて聞いた時、私は泣きました。
あまりにも素晴らしい歌詞だったからです。
イエス様がお生まれになった場所に、羊
飼いたちにまじって小さなドラムを持った
一人の子どもが入ってきます。貧しい家
庭で羊小屋でお生まれになった王に、

「僕も貧しい子どもです。王様にふさわし
い贈り物など何もありませんが、代わり
に僕のドラムで演奏しましょう。……僕
はドラムを演奏したよ。最高の演奏をし
たんだ。そしたら、イエス様が僕とドラム
にほほえんでくれた」。私はいつも、この
小さなドラマーボーイのプレゼントが、
最高のプレゼントだと思っています。

夫婦で献身する前、カリフォルニアに
住んでいたころ、毎日の生活のいろいろ
なやりくりで困難な時期がありました。あ
るクリスマス前、牧師先生が「今年のクリ
スマスには主なる神様に特別献金のプレ
ゼントをしましょう」とおっしゃいました。
しかし、5ドルの余裕もない生活でしたの
で、主にお捧げしたいけれど、どうすれ
ばよいのかは分かりませんでした。すると、
一つの思いがやってきました。それは「信
仰によって、捧げたい額を紙に書いて献
金袋に入れるとよい」というものでした。
私は、小さな紙に100ドルと書いて献金
袋に入れました。そのお金の当てはあり
ませんでしたが、ドラマーボーイの演奏
のように、信仰によってそれを書いたこと
を イエス様が喜んでくださっているのを
感じました。

　

やがて、クリスマスを迎えて、100ドル
の捧げ物はまだ無かったのですが、必ず
できる日が来るという平安がありました。
大みそかの日、元旦にお客様を招くため
の料理を作っている最中に、小麦粉が切
れていることに気付きました。なくてはな
らない小麦粉がないのです。私は大急ぎ
で、スーパーに駆け込みました。500グ
ラムの小麦粉を69セントで買い、とんぼ
返りで料理を続けました。

そして買ってきた小麦粉を開けると、中
に小さな紙片が入っていました。何だろ
うと思って取り出し、畳んであった紙を広
げると、「おめでとうございます！ あなた
に100ドル当たりました」と書いてありま
した。私は腰を抜かすほど驚いて、「まさ
か！」と思いながら、その紙を小麦粉の会
社に送ってみました。するとなんと、すぐ
に100ドルの小切手が送られてきたので
す。胸を躍らせながら、それを献金しま
した。主に捧げようとしていたプレゼント
は、主ご自身が私にプレゼントしてくだ
さったものだったのです。

聖書には「信仰がなくては、神に喜ば
れることはできません」（ヘブル11:6）と
書かれています。逆に言えば、信仰を
持って私たちが行動する時、神様は喜ん
でくださるということでもあります。ドラ
マーボーイの演奏にほほえまれたイエス
様のように、私たちの信仰を見て、主は
ほほえんでくださいます。

今や、モーセの律法で命じられたいけ
にえや捧げ物は不要です。信仰によって、
アブラハムが義と認められたように、「義
人は信仰によって生きる」（ロマ1:17）時
です。なぜなら、イエス様が闇に打ち勝
ち、

まこと

真を成就させて恵みの時代（Ⅱコリ
6:2）をもたらせてくださったからです。

長年、イスラム教の岩のド－ムが建っ
ている所が、神殿の至聖所だと言われて
いました。約1300年前に建てられた有
名な岩のド－ムは、イスラム教徒にとって
大切な所ですから、その場所にユダヤ人
の神殿を建てるとなると、世界的な混乱
を招くことは明らかでしょう。では、第三
神殿の建設は不可能なのでしょうか。実
は、神殿がどこに建っていたのか、誰も
分かっていないのです。

ユダヤ人の考古学者たちがいろいろと
調べていますが、2千年前の神殿の遺跡
がたくさん残っています。それらを調査す
ると、岩のド－ムのある場所は神殿が
あった場所の南側で、神殿は岩のド－ム
の北側にあったのではないかと考古学者
たちが仮説を立てています。もし、岩の
ド－ムの北側が神殿のあった場所ならば、
神殿を建てる場所が空いていることにな
ります。これは、発掘をしてみないと分か
らないことです。

今現在も、イスラム教はユダヤ人が神
殿の丘に入ることさえ許しません。では、
どうすれば神殿のあった場所が分かり、
神殿を建てることができるのでしょう。そ
れは恐らく、「荒らす忌むべき者」（ダニ
9:27）とダニエル書で預言され、また、
テサロニケ人への手紙 第二2章3節で、

「不法の人、すなわち滅びの子」と呼ばれ
ている反キリストが、ユダヤ人が神殿の

丘に入ることと、発掘の許可を与えるこ
とになるのではないかと思われます。

未来の預言ですから、起こってみなけ
れば分かりませんが、岩のド－ムの北側
の空いている土地を、ユダヤ人が特別な
場所とするのかも知れません。ユダヤ人
は、神殿の至聖所がどこにあったか分か
らなければ、神殿を建てることはしませ
ん。ですから、ユダヤ人が神殿の丘に入
ることができるようになることと、発掘が
始まれば、イエス・キリストのご再臨は
もう戸口まで来ていると思われます。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節か
ら4節、「だれにも、どのようにも、だま
されないようにしなさい。なぜなら、ま
ず背教が起こり、不法の人、すなわち滅
びの子が現れなければ、主の日は来ない
からです。彼は、すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し、その
上に自分を高く上げ、神の宮の中に座を
設け、自分こそ神であると宣言します」

3節で、「不法の人、すなわち滅びの子
が現れなければ、主の日は来ないからで
す」と、あります。これは、反キリストが
現れなければご再臨はないから「だまさ
れないように」とか、ご再臨が来年あると
か、すでに大患難時代に入っていると言
う人々がいても、耳を貸さないようにしま
しょう。

4節で「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に
自分を高く上げ」と言っていますから、
人々の信仰の自由を取り上げる者です。

「自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言
する」と7年の契約を一方的に破棄し、
神殿の中に座り込み、「神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
というような状況が預言されています。

テサロニケ人への手紙 第二2章8節、
「その時になると、不法の人が現れますが、
主は御口の息をもって彼を殺し、来臨の
輝きをもって滅ぼしてしまわれます」

反キリストが現れますが、主はご再臨
の輝きによって、彼を滅ぼされます。反
キリストの現れることが、ご再臨と関連し
ているのです。

反キリストが立ち上がり、ユダヤ人が
神殿の丘に入ることができるようになった
と聞いたなら、7年間の大患難時代が始
まり、その7年の終わりにご再臨が起こ
ります。イエス様が再び地上に来られる
のです。

世の光であるイエス・キリストを見上げ、
主を愛し、ご再臨を待ち望む信仰を大い
に働かせましょう。今月も主を賛美し、
主の御名によって祈り、主に礼拝を捧げ、
主の道を歩んでまいりましょう。

神様にとって100ドルは何の足しにも
ならないものかも知れません。しかし、
その100ドルが信仰によって捧げられた
物であることを主は受け入れてくださり、
それをこのような形で備えてくださったの
です。

反キリストによって
建てられる第三神殿

さて、イエス様の啓示の書である黙示
録の学びを続けましょう。

黙示録11章1節から2節、「それから、
私に杖のような測りざおが与えられた。
すると、こう言う者があった。『立って、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝して
いる人を測れ。聖所の外の庭は、異邦人
に与えられているゆえ、そのままに差し
置きなさい。測ってはいけない。彼らは
聖なる都を四十二か月の間踏みにじる』」

1節、「それから、私に杖のような測り
ざおが与えられた。すると、こう言う者
があった。『立って、神の聖所と祭壇と、
また、そこで礼拝している人を測れ』」と
ヨハネは幻を見ていました。しかし、ここ
では、ヨハネ自身が測りざおを持って、
測る役割が与えられ、御使いが、それを
眺めているという、今までにはない行動
が起こっています。命令されていることは、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝し
ている人を測れということです。

神殿の聖所と祭壇のある、神殿の内庭を
現しています。ここでは、礼拝をしている
人々だけが測られているのではなく、神殿
の内庭にある聖所と祭壇も測っています。
2節で、「聖所の外の庭は、異邦人に与
えられているゆえ、そのままに差し置きな
さい。測ってはいけない」と、聖所の外の

庭のことを言っていますから、1節で測っ
ている神殿は、教会の信者のことではな
く、神殿の内庭のことだと思われます。
  

ソロモンが建てた第一神殿も、バビロ
ン捕囚から戻った後に再建された第二神
殿も、また、ヘロデ大王が改造したイエ
ス様の時代の神殿も、外の庭は異邦人に
与えられていませんでした。ユダヤの神殿
で礼拝することを望む異邦人が、外の庭
に入って、神殿に向かって祈ることはでき
ましたが、外の庭は、異邦人に与えられ
てはいませんでした。ゆえに、この神殿
は、第一神殿でも第二神殿でもない、未
来に建てられる神殿であると考えられます。

「彼らは聖なる都を四十二か月の間踏み
にじる」（黙11:2）というのは、異邦人が
第三神殿を3年半踏みにじって汚すとい
う預 言です。ダニエル 書9章27節で、

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を
結び、半週の間、いけにえとささげ物と
をやめさせる」と預言されていました。こ
のことは、未来に現れる反キリストが、7
年間の固い契約をイスラエル政府と結ぶ
のだと考えられると、以前にもお話いた

しました。しかし、7年間の中間である3
年半の後、いけにえとささげ物をやめさ
せることが預言されています。ユダヤ人は
神殿がなければ、いけにえもささげ物も、
神様にささげることはしません。

このダニエル書の預言によりますと、
実在する神殿がなければならないのです。

現在、神殿の丘は異邦人のものとなっ
ています。しかし未来に、神殿の丘の一
部に、ユダヤ人の神殿が建てられるかも
しれません。なぜなら、「聖所の外の庭
は、異邦人に与えられているゆえ」（黙
11:2）と、全神殿の丘がユダヤ人のもの
とはならないことが理解できます。

この神殿は、エゼキエル書40章から
43章に書かれている第四神殿ではありま
せん。エゼキエル書の神殿は、千年王国

（メシア王国）と呼ばれる神の御国で建て
られる第四神殿です。

ここで語られている神殿は、黙示録の
大患難時代、またはそれが始まる直前に
建てられる第三神殿です。この第三神殿
は、神様によって建てられるのではなく、

「荒らす憎むべき者」（マタ24:15）である
反キリストによって建てられる神殿です。

　この成就は、「聖なる民の勢力を打ち砕
くことが終わったとき、これらすべてのこ
とが成就する」と言っており、聖なる民と
はイスラエルの民のことです。イスラエル
の民の自我が打ち砕かれて、「神様である
メシアに頼るしかない」というところに達
して主に叫ぶ時、すべてのことが終わり、
神の御国が到来するのだと語っています。

黙示録10章7節の、「神の奥義は、神
がご自身のしもべである預言者たちに告
げられたとおりに成就する」と言っている
ように、黙示録に書かれている終末の預
言は、500箇所以上が旧約聖書の記述か
ら来ていると言われています。旧約聖書
と新約聖書と呼んでいる聖書は、一貫し
て神様の奥義が語られているのです。そ
の聖書に記されている預言者たちのこと
ばは、記されている通りに成就すること
が伝えられています。

時が近づいているからである

甘い結果を私たちの魂に与えてください
ます。しかし、終わりの日の預言を知る
ことは、未来の人々の頑なな心と、滅ん
でゆく人類の苦しみを知ることでもあるの
です。

これらのことを知って、今のうちに一人
でも多くの人々が救われるように、懸命
に祈って、伝道をしなければならないと
いう苦い思いを感じるようになります。腹
に苦い物を食べると、吐き出すしかあり
ません。主の御心を人々に伝え、伝道す
ることが、苦い腹を癒やします。

また、黙示録10章11節で、「あなた
は、もう一度、もろもろの民族、国民、
国語、王たちについて預言しなければな
らない」とヨハネが与えられている預言を
語って、みことばを伝えて伝道しなければ
ならないのです。このイエス様のおことば
は、生きている間に、モーセのことばや
預言者のことばが書かれている聖書を
しっかり学ぶように、とのおことばです。
そして、神様に従う者は神の御国に入る
ことができます。

ヨハネが、もう一度もろもろの民族、
国民、国語、王たちに預言をしなければ
ならないと言われているように、私たち
も滅びゆく人類のために苦い思いを感じ
て、人々を救いの道に導きましょう。終
わりの時代を感じる今こそ、再臨のイエ
ス様の預言のみことばを宣べ伝えていき
ましょう。

2021年12月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

黙示録10章8節から11節、「それか
ら、前に私が天から聞いた声が、また私
に話しかけて言った。『さあ行って、海と
地との上に立っている御使いの手にある、
開かれた巻き物を受け取りなさい。』それ
で、私は御使いのところに行って、『その
小さな巻き物を下さい』と言った。すると、
彼は言った。『それを取って食べなさい。
それはあなたの腹には苦いが、あなたの
口には蜜のように甘い。』そこで、私は御
使いの手からその小さな巻き物を取って
食べた。すると、それは口には蜜のよう
に甘かった。それを食べてしまうと、私
の腹は苦くなった。そのとき、彼らは私
に言った。『あなたは、もう一度、もろも
ろの民族、国民、国語、王たちについて
預言しなければならない』」

8節で、「さあ行って、海と地との上に
立っている御使いの手にある、開かれた
巻き物を受け取りなさい」とあります。こ
の御使いは、左足を海の上に、右足を地
の上に置いている御使いですから、この
巻物は全世界に関連していることが書か
れていると考えられます。

9節では、ヨハネが御使いからこのよう
に言われています。「『その小さな巻き物
を下さい』と言った。すると、彼は言った。

『それを取って食べなさい。それはあなた
の腹には苦いが、あなたの口には蜜のよ
うに甘い』」
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ダニエル書12章7節、「すると私は、
川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着
た人が語るのを聞いた。彼は、その右手
と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる
方をさして誓って言った。『それは、ひと
時とふた時と半時である。聖なる民の勢
力を打ち砕くことが終わったとき、これら
すべてのことが成就する。』」

ここで御使いが、永遠に生きる神様に
誓っています。右手だけではなく、左手
も上げて誓っています。「ひと時とふた時
と半時」と言うのは、ひと時が1年、ふた
時が2年、そして半時が半年のことです
から、合計すると3年半です。神の御国
の到来まで、残るは聖書暦である太陰暦
の3年半、すなわち1260日であって、そ
れは1日として延ばされることがないと
言っているのです。

第3の災い：第7のラッパ
― 腹に苦い巻物
（新改訳第3版使用）

黙示録10章7節、「第七の御使いが吹
き鳴らそうとしているラッパの音が響くそ
の日には、神の奥義は、神がご自身のし
もべである預言者たちに告げられたとお
りに成就する」

「第七の御使いが吹き鳴らそうとしてい
るラッパの音が響くその日には」とは、大
きく三つある災いのうちの最後の災い、
第3の災いが始まる時です。

第7のラッパの中に、最後の七つの鉢
の災難である、最も恐ろしい災難が含ま
れています。これらが終わると、すべての
災難が終わって、イエス・キリストのご再
臨が実現します。これが大患難時代の後
半の3年半です。

アドベント（待降節）を
迎える幸いに感謝

救い主イエス・キリストの大いなる御名を賛美いたします。

わたしは、語りかける声の主を見ようとして振り向いた。振り向くと、七つの金の燭台が見え、燭台の中央

には、人の子のような方がおり、足まで届く衣を着て、胸には金の帯を締めておられた。その頭、その髪の

毛は、白い羊毛に似て、雪のように白く、目はまるで燃え盛る炎、足は炉で精錬されたしんちゅうのように輝き、

声は大水のとどろきのようであった。右の手に七つの星を持ち、口からは鋭い両刃の剣が出て、顔は強く

照り輝く太陽のようであった。わたしは、その方を見ると、その足もとに倒れて、死んだようになった。すると、

その方は右手をわたしの上に置いて言われた。「恐れるな。わたしは最初の者にして最後の者、また生きて

いる者である。一度は死んだが、見よ、世々限りなく生きて、死と陰府の鍵を持っている。

ヨハネの黙示録1章12～18節

イエス・キリストは、この世に来られた時、神の国を教え、神の国のしるしを行い、父なる神の御心のみに

従い、罪なき人として歩まれました。世界で、いや宇宙一の力と権威を持つ王なる神の御子は、最も小さき

者として布に包まれて、静かな夜にベツレヘムにお生まれになられました。

闇の中を歩む民は、大いなる光を見、死の陰の地に住む者の上に、光が輝いた。……ひとりのみどりごが

わたしたちのために生まれた。ひとりの男の子がわたしたちに与えられた。権威が彼の肩にある。その名は、

「驚くべき指導者、力ある神、永遠の父、平和の君」と唱えられる。ダビデの王座とその王国に権威は増し、

平和は絶えることがない。王国は正義と恵みの業によって、今もそしてとこしえに、立てられ支えられる。

万軍の主の熱意がこれを成し遂げる。

イザヤ書9章1節、5節～6節

人として歩まれたイエス様の霊は、天における栄光と光の輝きに満ちていました。イエス様の御名によって

祈る時、天と地がつながれ、父なる神と私たちは共に交わり、その天における栄光と臨在をこの地にもたらし

ます。

2021年のアドベント（待降節）も、主を愛し、共に、再び来られる主を待ち望みつつ、信仰の道を歩ませ

ていただける幸いを心より感謝申し上げます。

黙示録1章3節

エゼキエル書3章3節では、「そして仰
せられた。『人の子よ。わたしがあなたに
与えるこの巻き物で腹ごしらえをし、あな
たの腹を満たせ。』そこで、私はそれを食
べた。すると、それは私の口の中で蜜の
ように甘かった」と、エゼキエルの食べた
巻物は蜜のように甘いみことばでした。
ヨハネの食べる巻物も、やはり蜜のよう
に甘いみことばですが、腹には苦いもの
だったのです。

詩篇119編103節に、「あなたのみこ
とばは、私の上あごに、なんと甘いこと
でしょう。蜜よりも私の口に甘いのです」
と、神様のみことばを読んで学ぶことは、

第三神殿と神殿の丘
神殿を測っている11章のみことばにつ

いては、さまざまな解釈があります。神
学者の中には、この神殿はイエス様の時
代にあった第二神殿だと理解している人
がいます。しかし、黙示録は第二神殿が
破壊され（AD70）、ユダヤ人がお国を無
くしてから書かれている（およそAD95）、
歴史の背景を忘れてはいけないと思いま
す。第二神殿はすでに破壊されて無く
なっているのに、その無くなった神殿に
対して預言するというのは、預言とは言
えません。

黙示録4章1節で、ヨハネが天に上げ
られました。その時、言われた、「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなたに
示そう」ということばを思い出してくださ
い。ここからは、未来に起こることの預
言を知らせています。

最も健全な学び方としては、聖書に書
かれていることはすべて実在するのだと受
け止め、

ひゆ

比喩的に語られている部分は注
解書からではなく、聖書の中から見つけ
出 すことで す。イザ ヤ 書7章14節 で、

「処女が男の子を産む」という、考えられ
ないような預言を、神様がされたことを
学びました。そして、その預言は実際に
起こり、御子イエス様が、処女マリヤか
ら生まれるという預言の成就が、2千年
前に起こりました。オメガ・ジャパンの黙
示録の学びは、聖書のみことばをそのま
ま事実として受け止め、学んでいます。

クリスマスの思いと証し
今月号の12月は、世界中でクリスマス

がお祝いされますが、真の平和は、イン
マヌエルなるイエス様が再び来られた後
に到来します。私はクリスマスが大好きで

す。ご聖誕の歌を賛美するたび、涙が止
まらない思いをします。その一つ一つが
王の王、主の主のご聖誕を大声で表して
いるからです。

クリスマスソングの中で私が一番好き
な曲は、「リトルドラマーボーイ」です。こ
の曲を初めて聞いた時、私は泣きました。
あまりにも素晴らしい歌詞だったからです。
イエス様がお生まれになった場所に、羊
飼いたちにまじって小さなドラムを持った
一人の子どもが入ってきます。貧しい家
庭で羊小屋でお生まれになった王に、

「僕も貧しい子どもです。王様にふさわし
い贈り物など何もありませんが、代わり
に僕のドラムで演奏しましょう。……僕
はドラムを演奏したよ。最高の演奏をし
たんだ。そしたら、イエス様が僕とドラム
にほほえんでくれた」。私はいつも、この
小さなドラマーボーイのプレゼントが、
最高のプレゼントだと思っています。

夫婦で献身する前、カリフォルニアに
住んでいたころ、毎日の生活のいろいろ
なやりくりで困難な時期がありました。あ
るクリスマス前、牧師先生が「今年のクリ
スマスには主なる神様に特別献金のプレ
ゼントをしましょう」とおっしゃいました。
しかし、5ドルの余裕もない生活でしたの
で、主にお捧げしたいけれど、どうすれ
ばよいのかは分かりませんでした。すると、
一つの思いがやってきました。それは「信
仰によって、捧げたい額を紙に書いて献
金袋に入れるとよい」というものでした。
私は、小さな紙に100ドルと書いて献金
袋に入れました。そのお金の当てはあり
ませんでしたが、ドラマーボーイの演奏
のように、信仰によってそれを書いたこと
を イエス様が喜んでくださっているのを
感じました。

　

やがて、クリスマスを迎えて、100ドル
の捧げ物はまだ無かったのですが、必ず
できる日が来るという平安がありました。
大みそかの日、元旦にお客様を招くため
の料理を作っている最中に、小麦粉が切
れていることに気付きました。なくてはな
らない小麦粉がないのです。私は大急ぎ
で、スーパーに駆け込みました。500グ
ラムの小麦粉を69セントで買い、とんぼ
返りで料理を続けました。

そして買ってきた小麦粉を開けると、中
に小さな紙片が入っていました。何だろ
うと思って取り出し、畳んであった紙を広
げると、「おめでとうございます！ あなた
に100ドル当たりました」と書いてありま
した。私は腰を抜かすほど驚いて、「まさ
か！」と思いながら、その紙を小麦粉の会
社に送ってみました。するとなんと、すぐ
に100ドルの小切手が送られてきたので
す。胸を躍らせながら、それを献金しま
した。主に捧げようとしていたプレゼント
は、主ご自身が私にプレゼントしてくだ
さったものだったのです。

聖書には「信仰がなくては、神に喜ば
れることはできません」（ヘブル11:6）と
書かれています。逆に言えば、信仰を
持って私たちが行動する時、神様は喜ん
でくださるということでもあります。ドラ
マーボーイの演奏にほほえまれたイエス
様のように、私たちの信仰を見て、主は
ほほえんでくださいます。

今や、モーセの律法で命じられたいけ
にえや捧げ物は不要です。信仰によって、
アブラハムが義と認められたように、「義
人は信仰によって生きる」（ロマ1:17）時
です。なぜなら、イエス様が闇に打ち勝
ち、

まこと

真を成就させて恵みの時代（Ⅱコリ
6:2）をもたらせてくださったからです。

長年、イスラム教の岩のド－ムが建っ
ている所が、神殿の至聖所だと言われて
いました。約1300年前に建てられた有
名な岩のド－ムは、イスラム教徒にとって
大切な所ですから、その場所にユダヤ人
の神殿を建てるとなると、世界的な混乱
を招くことは明らかでしょう。では、第三
神殿の建設は不可能なのでしょうか。実
は、神殿がどこに建っていたのか、誰も
分かっていないのです。

ユダヤ人の考古学者たちがいろいろと
調べていますが、2千年前の神殿の遺跡
がたくさん残っています。それらを調査す
ると、岩のド－ムのある場所は神殿が
あった場所の南側で、神殿は岩のド－ム
の北側にあったのではないかと考古学者
たちが仮説を立てています。もし、岩の
ド－ムの北側が神殿のあった場所ならば、
神殿を建てる場所が空いていることにな
ります。これは、発掘をしてみないと分か
らないことです。

今現在も、イスラム教はユダヤ人が神
殿の丘に入ることさえ許しません。では、
どうすれば神殿のあった場所が分かり、
神殿を建てることができるのでしょう。そ
れは恐らく、「荒らす忌むべき者」（ダニ
9:27）とダニエル書で預言され、また、
テサロニケ人への手紙 第二2章3節で、

「不法の人、すなわち滅びの子」と呼ばれ
ている反キリストが、ユダヤ人が神殿の

丘に入ることと、発掘の許可を与えるこ
とになるのではないかと思われます。

未来の預言ですから、起こってみなけ
れば分かりませんが、岩のド－ムの北側
の空いている土地を、ユダヤ人が特別な
場所とするのかも知れません。ユダヤ人
は、神殿の至聖所がどこにあったか分か
らなければ、神殿を建てることはしませ
ん。ですから、ユダヤ人が神殿の丘に入
ることができるようになることと、発掘が
始まれば、イエス・キリストのご再臨は
もう戸口まで来ていると思われます。

テサロニケ人への手紙 第二2章3節か
ら4節、「だれにも、どのようにも、だま
されないようにしなさい。なぜなら、ま
ず背教が起こり、不法の人、すなわち滅
びの子が現れなければ、主の日は来ない
からです。彼は、すべて神と呼ばれるも
の、また礼拝されるものに反抗し、その
上に自分を高く上げ、神の宮の中に座を
設け、自分こそ神であると宣言します」

3節で、「不法の人、すなわち滅びの子
が現れなければ、主の日は来ないからで
す」と、あります。これは、反キリストが
現れなければご再臨はないから「だまさ
れないように」とか、ご再臨が来年あると
か、すでに大患難時代に入っていると言
う人々がいても、耳を貸さないようにしま
しょう。

4節で「彼は、すべて神と呼ばれるもの、
また礼拝されるものに反抗し、その上に
自分を高く上げ」と言っていますから、
人々の信仰の自由を取り上げる者です。

「自ら神の宮に座して、自分は神だと宣言
する」と7年の契約を一方的に破棄し、
神殿の中に座り込み、「神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
というような状況が預言されています。

テサロニケ人への手紙 第二2章8節、
「その時になると、不法の人が現れますが、
主は御口の息をもって彼を殺し、来臨の
輝きをもって滅ぼしてしまわれます」

反キリストが現れますが、主はご再臨
の輝きによって、彼を滅ぼされます。反
キリストの現れることが、ご再臨と関連し
ているのです。

反キリストが立ち上がり、ユダヤ人が
神殿の丘に入ることができるようになった
と聞いたなら、7年間の大患難時代が始
まり、その7年の終わりにご再臨が起こ
ります。イエス様が再び地上に来られる
のです。

世の光であるイエス・キリストを見上げ、
主を愛し、ご再臨を待ち望む信仰を大い
に働かせましょう。今月も主を賛美し、
主の御名によって祈り、主に礼拝を捧げ、
主の道を歩んでまいりましょう。

神様にとって100ドルは何の足しにも
ならないものかも知れません。しかし、
その100ドルが信仰によって捧げられた
物であることを主は受け入れてくださり、
それをこのような形で備えてくださったの
です。

反キリストによって
建てられる第三神殿

さて、イエス様の啓示の書である黙示
録の学びを続けましょう。

黙示録11章1節から2節、「それから、
私に杖のような測りざおが与えられた。
すると、こう言う者があった。『立って、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝して
いる人を測れ。聖所の外の庭は、異邦人
に与えられているゆえ、そのままに差し
置きなさい。測ってはいけない。彼らは
聖なる都を四十二か月の間踏みにじる』」

1節、「それから、私に杖のような測り
ざおが与えられた。すると、こう言う者
があった。『立って、神の聖所と祭壇と、
また、そこで礼拝している人を測れ』」と
ヨハネは幻を見ていました。しかし、ここ
では、ヨハネ自身が測りざおを持って、
測る役割が与えられ、御使いが、それを
眺めているという、今までにはない行動
が起こっています。命令されていることは、
神の聖所と祭壇と、また、そこで礼拝し
ている人を測れということです。

神殿の聖所と祭壇のある、神殿の内庭を
現しています。ここでは、礼拝をしている
人々だけが測られているのではなく、神殿
の内庭にある聖所と祭壇も測っています。
2節で、「聖所の外の庭は、異邦人に与
えられているゆえ、そのままに差し置きな
さい。測ってはいけない」と、聖所の外の

庭のことを言っていますから、1節で測っ
ている神殿は、教会の信者のことではな
く、神殿の内庭のことだと思われます。
  

ソロモンが建てた第一神殿も、バビロ
ン捕囚から戻った後に再建された第二神
殿も、また、ヘロデ大王が改造したイエ
ス様の時代の神殿も、外の庭は異邦人に
与えられていませんでした。ユダヤの神殿
で礼拝することを望む異邦人が、外の庭
に入って、神殿に向かって祈ることはでき
ましたが、外の庭は、異邦人に与えられ
てはいませんでした。ゆえに、この神殿
は、第一神殿でも第二神殿でもない、未
来に建てられる神殿であると考えられます。

「彼らは聖なる都を四十二か月の間踏み
にじる」（黙11:2）というのは、異邦人が
第三神殿を3年半踏みにじって汚すとい
う預 言です。ダニエル 書9章27節で、

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を
結び、半週の間、いけにえとささげ物と
をやめさせる」と預言されていました。こ
のことは、未来に現れる反キリストが、7
年間の固い契約をイスラエル政府と結ぶ
のだと考えられると、以前にもお話いた

しました。しかし、7年間の中間である3
年半の後、いけにえとささげ物をやめさ
せることが預言されています。ユダヤ人は
神殿がなければ、いけにえもささげ物も、
神様にささげることはしません。

このダニエル書の預言によりますと、
実在する神殿がなければならないのです。

現在、神殿の丘は異邦人のものとなっ
ています。しかし未来に、神殿の丘の一
部に、ユダヤ人の神殿が建てられるかも
しれません。なぜなら、「聖所の外の庭
は、異邦人に与えられているゆえ」（黙
11:2）と、全神殿の丘がユダヤ人のもの
とはならないことが理解できます。

この神殿は、エゼキエル書40章から
43章に書かれている第四神殿ではありま
せん。エゼキエル書の神殿は、千年王国

（メシア王国）と呼ばれる神の御国で建て
られる第四神殿です。

ここで語られている神殿は、黙示録の
大患難時代、またはそれが始まる直前に
建てられる第三神殿です。この第三神殿
は、神様によって建てられるのではなく、

「荒らす憎むべき者」（マタ24:15）である
反キリストによって建てられる神殿です。

　この成就は、「聖なる民の勢力を打ち砕
くことが終わったとき、これらすべてのこ
とが成就する」と言っており、聖なる民と
はイスラエルの民のことです。イスラエル
の民の自我が打ち砕かれて、「神様である
メシアに頼るしかない」というところに達
して主に叫ぶ時、すべてのことが終わり、
神の御国が到来するのだと語っています。

黙示録10章7節の、「神の奥義は、神
がご自身のしもべである預言者たちに告
げられたとおりに成就する」と言っている
ように、黙示録に書かれている終末の預
言は、500箇所以上が旧約聖書の記述か
ら来ていると言われています。旧約聖書
と新約聖書と呼んでいる聖書は、一貫し
て神様の奥義が語られているのです。そ
の聖書に記されている預言者たちのこと
ばは、記されている通りに成就すること
が伝えられています。

時が近づいているからである

甘い結果を私たちの魂に与えてください
ます。しかし、終わりの日の預言を知る
ことは、未来の人々の頑なな心と、滅ん
でゆく人類の苦しみを知ることでもあるの
です。

これらのことを知って、今のうちに一人
でも多くの人々が救われるように、懸命
に祈って、伝道をしなければならないと
いう苦い思いを感じるようになります。腹
に苦い物を食べると、吐き出すしかあり
ません。主の御心を人々に伝え、伝道す
ることが、苦い腹を癒やします。

また、黙示録10章11節で、「あなた
は、もう一度、もろもろの民族、国民、
国語、王たちについて預言しなければな
らない」とヨハネが与えられている預言を
語って、みことばを伝えて伝道しなければ
ならないのです。このイエス様のおことば
は、生きている間に、モーセのことばや
預言者のことばが書かれている聖書を
しっかり学ぶように、とのおことばです。
そして、神様に従う者は神の御国に入る
ことができます。

ヨハネが、もう一度もろもろの民族、
国民、国語、王たちに預言をしなければ
ならないと言われているように、私たち
も滅びゆく人類のために苦い思いを感じ
て、人々を救いの道に導きましょう。終
わりの時代を感じる今こそ、再臨のイエ
ス様の預言のみことばを宣べ伝えていき
ましょう。

2021年12月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

黙示録10章8節から11節、「それか
ら、前に私が天から聞いた声が、また私
に話しかけて言った。『さあ行って、海と
地との上に立っている御使いの手にある、
開かれた巻き物を受け取りなさい。』それ
で、私は御使いのところに行って、『その
小さな巻き物を下さい』と言った。すると、
彼は言った。『それを取って食べなさい。
それはあなたの腹には苦いが、あなたの
口には蜜のように甘い。』そこで、私は御
使いの手からその小さな巻き物を取って
食べた。すると、それは口には蜜のよう
に甘かった。それを食べてしまうと、私
の腹は苦くなった。そのとき、彼らは私
に言った。『あなたは、もう一度、もろも
ろの民族、国民、国語、王たちについて
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イエス・キリストは 二度来られる連載

初臨の恵み、再臨の恵み
それを信じた途端に訪れたもの―最終回
「わたしは後のことを初めから告げ、まだなされていないことを昔から告げている。」（イザヤ 46章10節）
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のかは、完結だけに当然聖書の一番最
後に書かれている。つまりそれが黙示録
なのだ！ → 黙示録にはさまざまな解
釈があるものの、完結編の「クライマック
ス」がイエス・キリストが二度目に来られ
る“ご再臨”であることに異論を唱える者
はない →約2千年の間、預言の通り
世界に散らされたユダヤの民が、預言の
通り約束の地に戻され、イスラエルという
国家が存在している今の時代は、完結編
にとてつもなく近いところにあるのだ…。

この原稿を書きながらも、興奮せずに
いられません。

ご再臨を知ったことの
「ビフォー・アフター」

私たちの存在が、神様によるこの「人
類救済計画に基づいた歴史の中」にある
ことを知らず、また、その神様がどれほ
どに我々人間を愛し、決して諦めないお
方であるということを知らず、また、神様
は預言として与えてくださっている約束、
契約を絶対に破ることなく100％実行な
さるお方だと知らず、また、そのようなお
方が私に、そして私の愛する人々のため
に、どのような場所をご用意してくださっ
ているのかを知らずに、もしも、今を生
きなければならないとすると、弱い愚か
な私は、それを想像するだけで気が狂い
そうになります。

本当に、どうやって生きていけるのか、
想像すらできません。

冷静に考えれば、こんな時代に、何の
力も保証もない、これっぽっちの小さく
弱い存在である私であるにもかかわらず、

「絶対に大丈夫」という微動だにしない平
安の中に置かれている、全くもって「説明
不能な（笑）心境」で毎日を過ごすことが
できるのも、すべては「預言書としての聖
書に疑う余地がなくなったから」にほかな
りません。聖書がこの地上で最も確かな
ものであることを、感覚的にではなく、
理性的、知性的、理論的帰結としてはっ
きりと受け取ることができたからなのです。

イエス・キリストは二度来られる…。

象の身体の部分の印象で、勝手に全体像
をつくり上げてしまうという例え話です。
一部を知って全体を想像し、分かったよ
うな気になってしまう…分かったような気
になるのであればまだマシですが、全体
像がさっぱり分からないまま過ごしてきた、
私はまさにそのようなクリスチャンでした。
象の話ではなく、聖書に関してです。

人類が2千年近くも、イスラエル、ユ
ダヤを抜きに聖書を読んできたこと、また
そのような教えの下にキリスト教が動いて
きたこと（聖書中のイスラエルを“教会”と
置き換えて読もうとする、いわゆる「置換
神学」）が、どれほど私たちの目からイエ
ス様の本当のお姿を隠してきたことかを
知ると、その背後にはやはり、神の光が
人間をくまなく照らすことを阻止したい

「サタンの力」を感じずにはいられません。
しかし置換神学から解放され、聖書を

「本来のそのまま」のものとして受け取る
ことができた途端、私の中にとてつもな
いパラダイムシフトが起こりました。

その気付きと発見の心の旅を簡単にま
とめれば、こういうことになります。

旧約聖書と新約聖書は一つのものだっ
たのだ → アダムが神様の元から離れ
て、人間が闇の世界に落ちていった直後
から、神は人類救済の手段としてイエス
様のご誕生を預言してくださっていたの
だ（創世記3章15節） → アブラハムの
信仰によって、神様はユダヤ人を人類を
代表する者として選び、神様との契約の
相手方として、永遠の契約をしてくだ
さったのだ（創世記12章3節） → それ
以後、人類の歴史はこの契約に基づいた
神の人類救済計画に沿って、「聖書の預
言の通り」寸分違わず運ばれてきている
のだ → 神様の人類救済計画は、今も
着 と々「聖書の預言通り」進められていて、
私たちの生きる今の時代も確実にその中
にある、つまり、私たちの生きる現在も、
まさに聖書時代の中にあるのだ → 過
去の預言が100％成就しているのなら、
未来の預言も100％成就することを疑う
余地はない → 聖書の預言、つまり神
様による人類救済計画の完結がどうなる

イスラエルを軸に聖書を見たことで、
それが100％成就する預言書であること
を知ったことを通し、私はイエス様のご
再臨を固く信じる者となりました。「信じ
ないわけにはいかなくなった」というほう
が的確かもしれません。

その結果、過去はすべて感謝に変わり、
未来はすべてが希望となりました。

こんな自分でも、神様がどれほど愛し
てくださっている存在なのかを知り、初め
て自分のことを愛おしいと思えるようにな
りました。

そして、「私のための神様」から「神様
のための私」になりました。福音を信じイ
エス様を受け入れることによって、創造
主であるお方の子としていただいたことに
対する感動、そしてそのお方の愛のとて
つもない力と神秘に震え、ただただ、進
んでわが身を捧げたいという「献身の思
い」が与えられました。

それこそ、恐らく私の人生でずっと無
意識のうちに求め続けてきた「最も確かで
幸せなこと」だったのです、それが見つ
かったのです。

この幸せを一人でも多くの人とシェア
したい…。

だから、イエス様に関するグッドニュー
ス（福音）を伝えずにはいられない…。

今年58歳になった私に、地上での時
間が後どれほど与えられるのか、それは
天のお父様しか分かりません。しかし私
は生涯、この思いをあふれんばかりに胸
に抱きながら生きていくのでしょう。

この約一年にわたる連載を通して、私
の人生の「これまで」と「これから」を見つ
める機会を与えてくださったオメガ・ジャ
パン代表の横田聖子牧師先生、そして何
より、私のたましいの目を開いて、初め
て真の意味で聖書と出会わせてくださっ
た栄子・スティーブンス先生に、全身か
らの愛と感謝の思いをお伝えして、心の
ペンを置きたいと思います。

毎回読んでくださった皆様に、神様の
愛が滝のように流れる祝福を祈りつつ。

2021年11月15日

主を見上げ、イエス様のご再臨を待ち
望み、その御名を賛美いたします。

誰も予想しなかったようなパンデミック
により、世界が一変した2021年も最後
の月を迎えようとしています。皆さんもさ
まざまな状況の中で、主に守られている
ことを実感しながら、この時をお過ごし
のことでしょう。

創世記から始まりヨハネの黙示録22
章の完結に向けて、人類を運ばれる創造
主たる神様…。歴史を振り返れば、その
時代を生きている人々は、自分たちの時
代が歴史全体の中でどのような意味があ
るのか、あまり実感を持たずに過ごして

いたことが分かります。
（“洪水前の日々は、ノアが箱舟に入るそ
の日まで、人々は、飲んだり、食べたり、
めとったり、とついだりしていました”～
マタイ24章38節）

しかし、未来の人々が振り返った時、
この2021年は間違いなく「歴史の大転換
期」であったと認識されるに違いない、私
にはそう思えるのです。少なくとも、天に
召される直前に人生を振り返った私は、
そう思うに違いありません。

多くの人々にとって、これまで人生の中
心に置いてきた価値観、そしてそれに基
づき追い求めてきたものの「確かさ」が、

根底から崩れ去ったともいえる、そのよ
うな歴史のタイミングに置かれた者として、
栄子・スティーブンス先生との出会いを
通し、イエス様が二度来られることの確
信を持つことができた恵みを思い、私は
今、改めて、震えるような感謝に包まれ
ています。聖書が、これ以上はない「変
わることのない確かな物」であることを握
り締めて生きることができたのですから。

聖書は100％成就する
預言書であった

目が見えない3人の人が巨大な象の身
体を触って、それがどのような動物であ
るかを感じ取るという話、多くの方がご
存知でしょう。それぞれの人が、触った
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に、どのような場所をご用意してくださっ
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な私は、それを想像するだけで気が狂い
そうになります。

本当に、どうやって生きていけるのか、
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祈りの課題

2

編集後記

少し早いですが「主のご降誕おめでとうございます！」 2021年もお一人おひとり、神様と多くの語らいをされましたでしょうか。
神様と共に喜び、神様と共に泣く一年を過ごされましたでしょうか。今年は皆様とヨハネの黙示録を中心に学んできました。
手ごたえはいかがでしたでしょうか。まだまだ黙示録は22章まで続きます。引き続きご期待ください。皆様の教会のクリスマスが
素晴らしい時となりますように。（細井浩子）

「その時全地は光を失った」という十字架の箇所の語源からEclipse（日食）という社名をつけて独立し、来年10年目を迎えます。
数年前にオメガ・ジャパンと出会い、自分は再臨を伝える働きのために、主に選ばれずっとともにいて経験を積んでくださったのかも
しれないとなんとなく思うようになりました。やがて、「黙示録を伝えることは、いま日食状態であり、神様もその約束も見えなく
なっている、それを明かしていくこと」と知った時、先の思いは確信となりました。主よ来たりませ。（デザイナー　北上郷一郎）

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。
時が近づいているからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨハネの黙示録1章3節
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─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

Omega Japan

02 Faith　使徒信条

Greetings　横田 聖子09

12 Infomation

アドベント（待降節）を迎える幸いに感謝
Special 　輪嶋 東太郎氏10

初臨の恵み、再臨の恵み それを信じた途端に訪れたもの―最終回

2021年主題聖句／お知らせ／祈りの課題 他

連載　イエス・キリストは二度来られる

Contents

200文字くらい

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

準備中です。出版チームの上に主の油注ぎが豊かにあるように
お祈りください。
｠
ビル＆栄子・スティーブンス師夫妻のために
　お祈りありがとうございます。2021年に夏にアメリカの教会での
講演活動が始まり、地域教会全体の祝福となっていることを感謝
いたします。栄子先生とご主人のビル先生の健康が守られ、2022年
に向けて、日本での新しいシーズンの働きの備え、霊肉魂が健やか
に過ごすことができ、さらなる油注ぎに満たされますようお祈り
ください。

2021年の真心からの感謝を込めてお届けします。

1. TEL＆FAX：
06-6777-2117

2. Eメール：
book@omega.or.jp

（本文にお届け先ご住所、お名前、
   ご注文数の記入をお願いします。）

3. オメガオンラインショップ　
https://omega.or.jp/shuppan/

オメガ出版のために
　新刊小冊子『聖書の預言は、どう実現していくのか～主の例祭と
古代のユダヤ人の婚礼から知るイエス・キリスト～』（A5判）を編集
準備中です。
　レビ記にある主の七つの例祭と古代ユダヤ人の婚礼からイエス・
キリストを知る一冊です。終末の預言に対する信仰とイエス様への
愛が深まる一冊です。これまでの小冊子サイズより少し大きくなり
保存版資料として活用できるように、ページ数も増量予定で編集

オメガ出版の教材クリスマス・年末年始
感謝価格期間

ご注文方法

栄子・スティーブンス著｠

新刊準備中！

03 Message　栄子・スティーブンス

Voice From Revelation 黙示録シリーズ Vol.18 未来の預言―その10

（詳しくは添付のチラシをご覧ください。）

2022年
1/11（火）
まで

小冊子
『聖書の預言は、
どう実現していくのか
～主の例祭と古代の
　ユダヤ人の婚礼から知る
　イエス・キリスト～』


